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ます。この記念すべき萩開府 400年に合わせ、開府記念日で
ある平成 16年 11月 11日の新博物館の開館や北の総門をは
じめ多くの文化財の復元・修復等の記念事業の準備を進めて
います。
　10月 30日から 11月 21日の間、萩開府 400年特別月間
として次のイベント・行事を予定しています。
○萩往還 1,000 人ウォーク、（11/6、7）○毛利輝元公銅像
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「萩時代パレード」（11/14）、○萩・城下町サミット（11/21）、
○陶芸展（仮称）（10/30 〜 11/28）県立萩美術館・浦上記
念館、○「毛利輝元と萩開府」展（11/11 〜 12/10）萩博
物館
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笠
山
椿
群
生
林

11
月
27
日
に
開
花
宣
言

早
く
も
見
頃
を
迎
え
ま
す

　

昨
年
よ
り
も
１
か
月
は
や
く
11
月
27
日
に
、
笠
山
椿
群
生
林

の
開
花
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
開
花
期
間
中
の
２
月
21
日
か
ら

３
月
21
日
ま
で
は
恒
例
の
萩
・
椿
ま
つ
り
で
す
。

　
萩
が
全
国
に
誇
れ
る
椿
の
開
花
期
間
の
３
月
下
旬
ま
で
の
間
、

萩
に
帰
る
機
会
は
ま
だ
ま
だ
多
い
は
ず
。
椿
を
見
る
た
め
だ
け

に
萩
に
帰
省
す
る
計
画
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

11
月
に
開
花
宣
言

萩
・
椿
ま
つ
り

椿
見
ど
こ
ろ
案
内
人

椿見どころ案内人の案内
　

旧
年
は
歴
史
の
大
き
な
う
ね
り
の

中
、
国
内
外
で
多
事
多
難
な
１
年
で
し

た
。
経
済
の
状
況
は
、
地
方
で
は
依
然

と
し
て
厳
し
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
都
市
部
で
は
少
し
ず
つ
明
る
い
展

望
が
開
き
つ
つ
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
、
明
る
く
平
穏

な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
願
い
た
い

気
持
ち
で
す
。

21
世
紀
を
見
据
え
た
市
町
村
合
併

　
合
併
に
よ
り
萩
市
と
阿
武
郡
の
３
町

４
村
、
８
つ
の
市
町
村
の
壁
が
取
り
払

わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
難
し

い
と
さ
れ
た
新
た
な
広
域
的
な
施
策
や

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
り
、
併
せ
て
施

策
な
ど
の
高
度
化
と
多
様
化
を
図
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
21
世
紀
を
見

据
え
た
行
財
政
の
基
盤
づ
く
り
が
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
昨
年
２
月

に
始
ま
っ
た
萩
広
域
市
町
村
合
併
協
議

は
、
既
に
15
回
の
協
議
会
の
審
議
を
経

て
、
協
定
項
目
43
の
う
ち
、
８
割
以
上

の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
は
萩
開
府
４
０
０
年

　
慶
長
９
年
（
１
６
０
４
）
毛
利
輝
元

公
が
安
芸
の
国
か
ら
こ
の
萩
の
地
に

移
封
さ
れ
、
本
年
は
４
０
０
年
の
節
目

の
年
と
な
り
ま
す
。
開
府
の
記
念
日
で

あ
る
11
月
11
日
の
萩
博
物
館
の
開
館

を
は
じ
め
、
萩
城
外
堀
、
北
の
総
門
な

ど
多
く
の
文
化
財
の
復
元
・
修
復
等
の

記
念
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

萩
に
は
毛
利
藩
政
期
２
６
０
年
間

に
形
成
さ
れ
た
城
下
町
の
た
た
ず
ま

い
が
都
市
遺
産
と
な
っ
て
今
日
ま
で

継
承
さ
れ
、「
江
戸
時
代
の
地
図
が
そ

の
ま
ま
使
え
る
ま
ち
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
そ
の
傍
ら
で
、
近
世
そ

の
ま
ま
の
空
間
が
市
民
に
よ
っ
て
住

み
こ
な
さ
れ
、
い
た
る
所
に
息
づ
い
て

い
る
こ
と
こ
そ
、優
れ
た
「
都
市
遺
産
」

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。「
萩
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
」
は
、
ま
ち
全
体
を
博
物
館

と
し
て
と
ら
え
、
世
界
的
遺
産
で
あ
る

萩
の
近
世
都
市
遺
産
を
保
存
・
活
用
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
構
想
と
な
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
萩
に
し
か
な
い
宝
物

を
大
事
に
し
、
萩
を
訪
れ
る
多
く
の
観

光
客
に
萩
の
良
さ
や
歴
史
を
誇
り
を

持
っ
て
語
り
伝
え
、
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
を
基
軸
と
し
た
観
光
戦
略
を
考
え

て
ま
い
り
ま
す
。

　
末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆

様
の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
会
長

萩
市
長　
野
村
興
兒

　
笠
山
椿
群
生
林
で
は
、
昨
年
夏
涼
し

く
、
秋
に
な
っ
て
暖
か
い
日
が
続
い
た

た
め
、
開
花
が
促
進
さ
れ
、
昨
年
よ
り

も
１
か
月
早
く
11
月
27
日
に
開
花
宣
言

を
行
い
ま
し
た
。
最
盛
期
は
２
月
か
ら

３
月
に
迎
え
ま
す
が
、
こ
の
冬
の
暖
か

さ
も
あ
っ
て
、
多
く
の
椿
見
の
観
光
客

が
散
策
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
椿
が
一
番
の
見
頃
を
迎
え
る
２
月
中

旬
か
ら
３
月
下
旬
ま
で
、
笠
山
椿
群
生

林
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
２
月
21
日
（
土
）
〜
３
月
21

日
（
祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
萩
市
笠
山
椿
群
生
林

内　

容　

郷
土
芸
能
披
露
、
抹
茶
席
、

椿
の
苗
木
販
売

　
椿
の
開
花
期
間
中
に
群
生
林
を
訪
れ

る
方
々
に
、
萩
の
椿
と
自
然
・
文
化
を

よ
り
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、「
椿
見
ど
こ
ろ
案
内
人
」
が
群
生

林
内
を
ご
案
内
し
ま
す
。

○
椿
の
開
花
期
間
中

　

萩
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

（
０
８
３
８・
２
５・
３
５
２
７
）
で
申

込
み
（
予
約
制　
交
通
費
１
０
０
０
円

の
み
必
要
）

○
萩
・
椿
ま
つ
り
期
間
中
（
２
月
21
日

〜
３
月
21
日
）
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　
ま
つ
り
会
場
に
て
受
付
け
（
無
料
）

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）



萩市の重大ニュース
▲法定合併協議会を設置（２月）
　萩市と阿武郡３町４村で「萩広域合
併協議会」を設置。合併の方式（新設
合併）、期日（平成 17 年３月６日）、
新市の名称（萩市）、事務所の位置（現
在の萩市役所）の基本４項目などを決
定。
▲高杉晋作の遺品が萩市に寄託（３月）
東行記念館（下関市）で展示されてい
た高杉家所有の晋作関連史料約 270点
を、晋作のひ孫の高杉勝氏（東京都）
が萩市に寄託。来年開館の新博物館で
常設展示。
▲萩開府 400年記念事業決定（７月）
　来年の萩開府 400年を控え、新博物
館の開館など 22 の記念事業とシンボ
ルマークを決定。プレイベントとして、
８月に萩陶芸大リーグ、11月に萩・大
名行列の江戸天下祭派遣など５事業を
実施。

　
11
月
24
日
、
江
戸
開
府
４
０
０
年
を

記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
千
代
田
区
「
江

戸
天て
ん
か
ま
つ
り

下
祭
」
に
、
萩
の
大
名
行
列
・

平
安
古
備
組
88
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
天
下
祭
」
と
は
、
江
戸
城
内
に

山だ
し車
を
引
き
入
れ
、
将
軍
家
が
上
覧
し

て
い
た
大
祭
で
、
山
王
祭
と
神
田
祭
が

１
年
交
代
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
明

治
以
降
、
近
代
化
の
波
と
と
も
に
姿
を

消
し
ま
し
た
が
、
今
年
の
江
戸
開
府

４
０
０
年
を
記
念
し
て
復
活
し
ま
し

た
。

　
平
安
古
備
組
は
、
東
京
・
日
比
谷
か

ら
丸
の
内
ま
で
約
１
㎞
を
「
イ
ー
サ
ヨ

ー
シ
」
の
勇
ま
し
い
掛
け
声
と
と
も

に
、
山
車
や
み
こ
し
を
中
心
と
す
る

６
０
０
０
人
の
行
列
の
最
後
を
堂
々
と

練
り
歩
き
ま
し
た
。道
中
の
要
所
で
は
、

長
州
一
本
槍
や
草
履
舞
の
披
露
も
行
わ

れ
、
沿
道
を
埋
め
た
約
30
万
人
の
観
客

か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
や
歓
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　
萩
の
大
名
行
列
が
東
京
で
披
露
さ
れ

る
の
は
今
回
が
初
め
て
。
勇
壮
な
時
代

絵
巻
に
よ
っ
て
多
く
の
観
客
を
酔
わ

せ
る
と
と
も
に
、
来
年
の
「
萩
開
府

４
０
０
年
」
を
全
国
に
向
け
発
信
し
ま

し
た
。

萩
・
大
名
行
列
が

「
江
戸
天
下
祭
」

（
東
京
）
に
参
加

　
平
成
14
年
７
月
か
ら
建
築
工
事
を
開

始
し
た
新
博
物
館
は
、昨
春
の
長
屋
門
、

隅
矢
倉
、
長
屋
の
完
成
に
続
き
博
物
館

本
館
棟
が
９
月
末
に
完
成
し
、
全
て
の

建
物
が
竣
工
し
た
こ
と
に
伴
い
、
11
月

10
日
に
新
博
物
館
の
竣
工
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
野
村
萩
市
長
は
「
新
博
物
館
を
ぜ
ひ

萩
の
観
光
情
報
発
信
の
拠
点
に
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
新
し
く
決

ま
っ
た
名
称
・
愛
称
の
応
募
者
の
方
に

記
念
品
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

　
募
集
し
て
い
た
新
博
物
館
の
名
称
・

愛
称
は
全
国
か
ら
１
９
６
通
の
応
募
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
、
名
称
が
「
萩
博

物
館
」、愛
称
が
「
萩
博
（
は
ぎ
は
く
）」

と
決
定
し
ま
し
た
。

名　
称　
「
萩
博
物
館
」

応
募
者　

末
武
美
都
子
、
井
町
蔦
枝
、

末
武
崇
広
（
以
上
萩
市
越
ヶ
浜
）、
熊

谷
幸
平
（
岩
手
県
）、
池
永
一
広
（
大

阪
府
）、
中
村　
郎
（
阿
知
須
町
）

愛　
称　
「
萩
博
（
は
ぎ
は
く
）」

応
募
者　

池
永
一
広
（
大
阪
府
）、
中

村　
郎
（
阿
知
須
町
）

全
国
公
募
に
よ
り
決
定
！

　
　
　
名
称
「
萩
博
物
館
」

　
　
　
愛
称
「
萩
博
（
は
ぎ
は
く
）」▲新川雨水ポンプ場の竣工（７月）

　集中豪雨対策として平成 12年度から
整備を始め、今年５月にはポンプ稼動
開始。治水対策の切り札に。
▲河村建夫代議士、文部科学大臣就任
（９月）
　第２次小泉内閣で、河村建夫衆議院
議員が文部科学大臣に就任。萩市から
の入閣は昭和 55 年（1980）年の田中
龍夫氏が鈴木内閣で文部大臣になって
以来 23年ぶり。
▲萩まちじゅう博物館構想を決定（10
月）
　まち全体を博物館としてとらえ、世界
的遺産である萩の近世都市遺産を保存・
活用しようとするもので、今後の萩市
のまちづくりの指針となるもの。
▲新博物館の竣工（11月）
昨年７月から建築工事を始め、長屋門、
隅矢倉に続き本館棟が完成。全国公募
した名称は「萩博物館」、愛称は「萩博（は
ぎはく）」に決定。今後は展示・外構工
事を行い、萩開府 400 年を記念して来
年 11月 11 日に開館。萩まちじゅう博
物館構想の中核的施設の役割を担う。

萩開府 400年記念
シンボルマーク

出席した名称・愛称の応募者

新博物館竣工



　
建
築
の
道
に
進
む
よ
う
に
な
っ
た
き

っ
か
け
は
、
も
と
も
と
父
親
が
設
計
事

務
所
を
経
営
、
小
さ
な
頃
か
ら
そ
の
後

姿
を
観
て
育
っ
た
と
い
う
環
境
も
あ
り

ま
す
が
、
丁
度
、
中
学
を
卒
業
し
高
校

に
入
学
し
た
こ
ろ
に
完
成
し
た
今
の
萩

市
民
館
の
建
物
を
見
た
時
の
イ
ン
パ
ク

ト
が
、
自
分
の
人
生
を
左
右
し
た
よ
う

思
い
ま
す
。
そ
の
建
物
は
、
今
ま
で
に

体
感
し
た
こ
と
の
な
い
空
間
で
し
た
。

　
萩
高
を
卒
業
後
、
東
海
大
学
工
学
部

建
築
学
科
に
学
び
、
そ
し
て
入
社
し
た

設
計
会
社
が
、
そ
の
萩
市
民
館
を
設
計

し
た
菊
竹
清
訓
氏
が
主
宰
す
る
建
築
設

計
会
社
、
㈱
菊
竹
清
訓
建
築
設
計
事
務

所
。
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛
け
て
き
た
日
本
有
数

の
設
計
事
務
所
で
、
あ
こ
が
れ
の
設
計

事
務
所
に
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
た
訳

で
す
。
当
時
の
同
僚
に
は
、
今
を
と
き

め
く
建
築
家
の
内
藤
廣
氏
や
大
江
匡
氏

が
お
ら
れ
、
そ
れ
こ
そ
第
一
線
級
の
建

築
家
と
一
緒
に
仕
事
を
し
、
そ
し
て
時

に
は
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
り
、
マ
ー
ジ

ャ
ン
を
し
た
り
と
、
仕
事
自
体
は
厳
し

か
っ
た
も
の
の
、
大
変
恵
ま
れ
た
環
境

で
修
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同

社
に
５
年
間
の
勤
務
の
あ
と
、
昭
和
56

年
に
萩
に
戻
り
、
父
親
の
設
計
事
務
所

に
勤
務
、
平
成
４
年
に
代
表
と
な
り
ま

し
た
。

※連載中の「萩 400年の物語」（北村知紀）は筆者の都合により、当分の間休載します。

　
こ
れ
ま
で
に
、
い
ろ
い
ろ
な
建
築
設

計
に
携
わ
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
平
成

10
年
の
「
阿
武
町
立
宇
田
小
学
校
」
の

設
計
以
来
、
人
に
優
し
く
五
感
に
響
く

空
間
を
作
り
た
い
と
い
う
想
い
が
強
く

な
り
、
特
に
木
材
の
持
つ
可
能
性
に
着

目
し
て
い
ま
す
。
木
造
は
、
も
と
も
と

日
本
人
が
持
つ
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
で
も
い
う
の

で
し
ょ
う
か
、
精
神
的
な
安
ら
ぎ
を
感

じ
さ
せ
、
日
本
人
の
感
性
や
日
本
の
気

候
風
土
に
馴
染
ん
だ
建
築
素
材
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
構
造
的
に
も
強
く
、

ま
た
素
材
そ
の
も
の
に
表
情
が
あ
る
こ

と
も
大
き
な
魅
力
で
す
。
も
ち
ろ
ん
コ

ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
良

さ
が
あ
り
、
木
材
の
良
さ
と
そ
れ
ら
を

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
活
か
し
て
、
よ
り

良
質
な
空
間
を
構
成
で
き
る
よ
う
に
工

夫
を
こ
ら
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
11
年

の
阿
武
町
奈
古
保
育
園
、
平
成
12
年
の

平
わ
ら
び
台
活
性
化
交
流
施
設
、
平
成

13
年
の
道
の
駅・萩
し
ー
ま
ー
と
な
ど
、

木
造
の
良
さ
を
活
か
し
た
建
築
設
計
を

続
け
て
き
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
可
能
性
を
持
つ
木
材
で
す

が
、
阿
武
川
流
域
の
山
林
だ
け
で
、
一

年
に
成
長
す
る
木
材
の
量
は
、
26
万
㎥

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
普
通
の
小
規
模

住
宅
に
使
用
す
る
木
材
の
量
が
約
26
㎥

　㈲堀設計事務所 代表取締役

と
し
ま
す
と
、
実
に
一
年
間
に
一
万
戸

分
の
木
材
が
供
給
可
能
で
す
。し
か
し
、

安
い
輸
入
材
や
新
建
材
な
ど
に
押
さ
れ

て
、
実
際
使
用
さ
れ
て
い
る
地
元
産
の

木
材
量
は
そ
の
20
％
程
度
、
需
要
が
少

な
い
た
め
、放
置
さ
れ
た
山
林
が
増
え
、

そ
し
て
山
が
次
第
に
荒
れ
て
い
く
、
場

合
に
よ
っ
て
は
土
石
流
な
ど
の
災
害
に

も
つ
な
が
る
、
今
、
そ
ん
な
悪
循
環
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
萩
は
歴
史
文
化
の

街
、
そ
し
て
市
内
に
３
か
所
も
伝
統
的

建
築
物
保
存
地
区
を
持
つ
街
で
す
が
、

現
在
萩
市
内
で
新
築
さ
れ
る
個
人
住
宅

の
約
６
割
位
が
プ
レ
ハ
ブ
と
い
わ
れ
て

お
り
、
実
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

だ
そ
う
で
す
。
木
材
の
持
つ
良
さ
を
し

っ
か
り
と
認
識
し
、
地
元
に
身
近
に
あ

る
木
材
を
有
効
に
利
用
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
い
わ
ば
「
地

材
地
建
」、
地
元
の
木
材
を
使
っ
て
、

地
元
の
建
築
会
社
で
建
て
る
と
い
う
意

味
で
す
が
、
環
境
保
全
や
経
済
活
性
の

観
点
か
ら
も
、
非
常
に
重
要
な
キ
ー
ワ

ー
ド
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
談
）

◆
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

昭
和
28
年　
萩
市
川
島
生
ま
れ　
萩
高

を
経
て
東
海
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒

業
。
㈱
菊
竹
清
訓
建
築
設
計
事
務
所
入

社　
昭
和
56
年
に
萩
に
戻
り
、
㈲
堀
設

計
事
務
所
入
社　
現
在
同
社
代
表
取
締

役
を
務
め
る
傍
ら
、
萩
市
都
市
景
観
審

議
委
員
会
の
会
長
職
な
ど
、
公
務
で
も

活
躍
。

平
成
15
年
度　
山
口
県
芸
術
文
化
奨
励
賞
（
美
術
／
建
築
）
受
賞

▶
構
造
材
や
壁
材
に

多
く
の
地
元
産
木
材

を
使
用
し
た
道
の
駅
・

萩
し
ー
ま
ー
と

萩
市
民
館
に
感
動
！

木
材
の
可
能
性
に
着
目

「
地
材
地
建
」

▲萩市川島にある生家の庭にて

三村夏彦　氏　
（萩市平安古在住）

イ ン タ ビ ュ ー

（50歳）

▶
木
材
の
持
つ
特
性
を
強
く
意
識
し
た
阿
武
町
立
宇

田
小
学
校
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

阿
武
川
の
山
林
だ
け
で
、
実

に
一
年
間
に
一
万
戸
分
の
木
材

が
供
給
可
能
で
す
。
地
元
に
身

近
に
あ
る
木
材
を
有
効
に
利
用

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
ま
す
。



オ
ン
が
ア
レ
ン
ジ
し
、
ア
コ
ー
デ
オ
ン

と
三
弦
が
中
心
の
Ｃ
Ｄ
を
制
作
し
、
３

月
に
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
よ
り
発
売
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
シ
ャ

ン
ソ
ン
を
歌
う
教
室
を
東
京
青
山
に
あ

る
フ
ラ
ン
ス
語
の
学
校
内
で
始
め
て
３

年
が
た
ち
ま
し
た
。
今
年
は
目
黒
の
シ

ャ
ン
ソ
ン
ス
ク
ー
ル
内
で
も
始
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
中
が
夏
ミ
カ
ン
の
花
の
香
り
に
包

ま
れ
る
５
月
の
萩
、
菊
ケ
浜
の
真
っ
赤

な
夕
焼
け
、
城
跡
の
桜
と
お
だ
や
か
な

菊
が
浜
の
海
。
子
供
の
こ
ろ
か
ら
毎
日

の
生
活
の
中
で
な
に
げ
な
く
見
過
ご
し

て
い
た
事
が
、
萩
を
離
れ
て
か
ら
ど
ん

ど
ん
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
仕

事
で
５
年
間
を
海
外
で
暮
ら
し
て
い
た

時
、
５
年
目
の
年
に
な
ぜ
か
指
月
中
、

萩
高
と
歩
い
て
通
っ
て
い
た
通
学
路
の

夢
を
映
画
の
よ
う
に
何
度
も
見
て
い
ま

し
た
。

　
明
倫
小
学
校
６
年
生
の
時
に
仲
良
し

３
人
組
か
４
人
組
か
で
堀
内
か
ら
笠
山

ま
で
、
初
め
て
自
転
車
で
行
っ
た
事
、

中
学
生
の
時
に
市
民
館
の
レ
コ
ー
ド
コ

ン
サ
ー
ト
へ
よ
く
通
っ
た
こ
と
な
ど
が

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　
萩
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
自
然
と
歴

史
を
兼
ね
備
え
た
町
も
そ
う
多
く
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
萩
の
風

ー
シ
ョ
ー
と
一
泊
２
日
の
ク
ル
ー
ズ
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
港
に
戻
っ
て
き
ま

す
。
２
年
前
に
は
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ

で
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
制
作
し
ま
し
た
。

私
は
萩
の
海
の
そ
ば
で
育
っ
た
の
に
船

の
揺
れ
は
と
て
も
苦
手
な
の
で
す
が
、

船
か
ら
海
に
沈
む
夕
日
を
見
る
と
不
思

議
と
元
気
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

　
現
在
、
私
の
事
務
所
で
は
フ
ラ
ン
ス

の
音
楽
を
中
心
に
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
、

デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
制

作
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の

文
化
の
掛
け
橋
に
な
る
よ
う
な
コ
ン
サ

ー
ト
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
今
年
は
４
月
23
日
に
東
京
大
井
町
の

き
ゅ
り
あ
ん
ホ
ー
ル
で
シ
ャ
ン
ソ
ン
と

フ
レ
ン
チ
ポ
ッ
プ
ス
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

フ
ラ
ン
ス
風
コ
ン
ト
や
漫
才
を
織
り
ま

ぜ
た
初
め
て
の
試
み
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。
そ
の
他
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
ク
ロ
ー
ド
・
チ
ア
リ
さ
ん
や
長
谷
川

き
よ
し
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
コ

ン
サ
ー
ト
や
パ
リ
祭
コ
ン
サ
ー
ト
等
、

様
々
な
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
Ｃ
Ｍ
音
楽
の
制
作
、
映
像
音

楽
の
制
作
、
レ
コ
ー
ド
の
制
作
な
ど
も

手
掛
け
て
い
ま
す
。
２
０
０
３
年
７
月

に
は
ド
ミ
ニ
ク
の
ア
ル
バ
ム
が
、
11
月

に
は
ア
ナ
ン
ダ
（
フ
ラ
ン
ス
人
の
女
の

子
）
の
ア
ル
バ
ム
を
制
作
し
発
売
に
な

り
ま
し
た
。
１
月
に
は
沖
縄
で
歌
い
次

が
れ
た
子
守
唄
を
音
楽
事
務
所
に
所
属

し
て
い
る
主
人
と
ド
ミ
ニ
ク
・
シ
ャ
ニ

　
毎
年
12
月
は
仕
事
が
ら
移
動
が
多
く

一
番
忙
し
い
月
な
の
で
す
が
、
今
年
は

幸
い
に
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
ク
ル
ー
ズ
と

い
う
１
泊
２
日
の
客
船
ク
ル
ー
ズ
に
乗

り
、
各
地
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
こ
と

と
な
り
、
８
日
か
ら
25
日
ま
で
日
本
丸

と
い
う
客
船
に
乗
っ
た
ま
ま
移
動
し
て

い
ま
す
。
そ
の
客
船
の
中
で
こ
う
し
て

原
稿
を
書
く
時
間
を
と
る
こ
と
が
で
き

　ズーム
　アップ  

宮
崎
優
子

氏

（
千
葉
県
浦
安
市
在
住
）

（
株
）
タ
イ
ム
オ
フ
ィ
ス
代
表
取
締
役

景
や
武
家
屋
敷
の
た
た
ず
ま
い
を
残
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
私
の
主
人
の
育
っ
た
町
は
フ
ラ
ン
ス

の
パ
リ
か
ら
60
㎞
に
あ
る
森
に
囲
ま
れ

た
お
城
の
あ
る
町
で
フ
ォ
ン
テ
ン
ヌ
ブ

ロ
ー
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
ね
て
く
る

町
で
す
。
そ
こ
に
は
古
い
教
会
が
い
く

つ
か
あ
る
の
で
す
が
、
新
し
い
家
を
建

て
る
時
は
そ
の
教
会
と
同
じ
色
を
使
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
申
請
を
し

て
建
築
許
可
を
も
ら
う
の
に
時
間
が
か

か
り
、
と
て
も
大
変
な
の
で
す
が
、
町

の
景
観
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま

す
。

　
日
本
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
の
為
い
ろ
い

ろ
な
町
に
行
き
ま
す
。
長
野
県
松
本
市

の
町
の
景
観
に
対
す
る
努
力
は
す
ば
ら

し
い
と
思
い
ま
し
た
。
広
告
塔
や
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、
パ
チ
ン
コ
店
等
の
外
観

な
ど
町
の
景
観
に
影
響
を
与
え
る
も
の

の
あ
り
方
を
工
夫
し
て
、
ど
こ
の
町
よ

り
も
美
し
い
萩
の
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
48
年
萩
高
校
卒
（
25
期
）

パ
リ
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
語
学
コ
ー
ス
中

級
卒
、（
株
）
ク
ラ
ブ
メ
ッ
ド
入
社
、

１
９
９
０
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
音
楽
家
の

主
人
と（
株
）タ
イ
ム
オ
フ
ィ
ス
設
立
、

フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
を
軸
に
レ
コ
ー
ド
制

作
、コ
ン
サ
ー
ト
、イ
ベ
ン
ト
の
制
作
、

ア
ー
チ
ス
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど
に

携
わ
り
現
在
に
至
る

ま
し
た
。
今
回
の
ク
リ
ス
マ
ス
ク
ル
ー

ズ
で
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
歌
手
で
女

優
の
岩
崎
良
美
さ
ん
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌

手
で
ア
コ
ー
デ
オ
ン
奏
者
の
パ
ト
リ

ッ
ク
・
ヌ
ジ
エ
（
私
の
主
人
）、
ヴ
ォ

ー
カ
リ
ス
ト
で
ベ
ー
シ
ス
ト
の
ド
ミ
ニ

ク
・
シ
ャ
ニ
オ
ン
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
フ
ラ
ン

ス
語
会
話
出
演
中
）
の
３
人
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
東
京
、
日
立
、
横
浜
、

清
水
、
名
古
屋
、
神
戸
の
各
港
で
お
客

さ
ま
を
乗
せ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ナ

日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
の
掛
け
橋
に
な
る
よ
う
な

コ
ン
サ
ー
ト
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

私
の
近
況

萩
の
思
い
出

萩
へ
の
一
言



　
11
月
17
日
、
お
昼
の
人
気
番
組
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ひ
る
ど
き
日
本

列
島
」
で
、
萩
沖
産
・
秋
の
味
覚
シ
ロ
サ
バ
フ
グ
が
全
国
生

中
継
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
萩
沖
の
見
島
近
海
で
漁
獲
さ
れ

る
シ
ロ
サ
バ
フ
グ
、
萩
の
方
に
は
「
カ
ナ
ト
フ
グ
」
も
し
く

は
「
カ
ナ
フ
グ
」
の
名
前
の
ほ
う
が
お
馴
染
み
。
秋
が
深
ま

り
紅
葉
が
色
づ
く
頃
か
ら
年
末
に
か
け
て
旬
を
迎
え
ま
す
。

　
フ
グ
の
王
者
、
ト
ラ
フ
グ
に
較
べ
る
と
、
味
や
食
感
で
は

か
な
わ
な
い
も
の
の
、
価
格
が
１
／
10
以
下
、
と
お
手
頃
で
、

庶
民
の
フ
グ
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
す
。
薄
造
り
・
タ
タ
キ
・

唐
揚
・
鍋
と
い
ろ
い
ろ
な
料
理
法
で
楽
し
め
、
ま
た
シ
ロ
サ

バ
フ
グ
を
丸
干
に
し
た
「
干
し
ふ
ぐ
」
は
、
萩
地
方
の
お
せ

ち
料
理
の
定
番
と
し
て
欠
か
せ
な
い
食
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
シ
ロ
サ
バ
フ
グ
を
主
役
に
、
23
分
間
の
生
中
継
を
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
し
て
み
ま
し
た
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
目
前
に
、
去

る
12
月
18
日
、出
版
会
社
「
中
間
法
人・

萩
も
の
が
た
り
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

萩
に
残
る
、
厚
み
の
あ
る
歴
史
文
化
・

人
物
、
豊
か
な
自
然
、
多
彩
な
行
事
や

風
物
、
民
間
伝
承
、
伝
統
産
業
、
な
ど

な
ど
、
後
世
に
語
り
継
ぐ
べ
き
萩
の
財

産
を
、
シ
リ
ー
ズ
「
萩
も
の
が
た
り
」

と
し
て
、
手
軽
な
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
ス
タ

イ
ル
で
出
版
。
１
年
で
４
タ
イ
ト
ル
、

合
計
１
０
０
タ
イ
ト
ル
の
シ
リ
ー
ズ
出

版
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
仕
様
は
Ａ
５

サ
イ
ズ
で
、
50
〜
80
ペ
ー
ジ
、
販
売
定

価
は
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
よ
っ
て
一
冊

５
０
０
円
〜
８
０
０
円
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

◎
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
の
皆
様
に

は
、
会
員
優
待
条
件
（
年
間
４
タ
イ
ト

ル
の
販
売
定
価
合
計
約
２
４
０
０
円
程

度
の
と
こ
ろ
を
２
０
０
０
円
で
定
期
配

本
）
で
、
定
期
購
読
の
予
約
を
承
っ
て

お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
同
封
の
案
内
申

込
み
ハ
ガ
キ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

萩
の
伝
統
産
業

シリーズ
” 萩ものがたり”

　萩漁港・魚市場に隣接した道の駅「萩しーまー
と」から中継。ＮＨＫの宮崎アナウンサーと西堀
アナウンサー、二人のガイドで本日の主役「シロ
サバフグ」を紹介。シロサバフグは無毒で価格が
安いのが特徴、まさに庶民のフグ。

　売場に並ぶシロサバフグ。貼られている「び
た」のシールは新鮮さの証。漁師言葉で「びた」
は活魚のこと。漁船のイケスで活かしたまま
帰港、水揚げの直前に１尾づつ活き〆したフ
グにしか貼られていません。

　魚市場岸壁に横付けしたフグ延縄漁船で。
この道 40年余の現役漁師・山本さん（越ヶ
浜在住）が登場。延縄漁具やエサ、フグ用の
特殊な針などを紹介しながら、漁の様子を語
る。ぜひ、このフグを全国の皆さんに味わっ
てもらいたいと。

　調理室で次々にミガキ（頭・内
臓・皮を除去した状態）にさばか
れる様子を紹介。宮崎アナが、さ
ばいたばかりのシロサバフグの刺
身を試食して「絶句」。トラフグ
より身が柔らかいため、厚めの刺
身にしたり、表面を軽く炙ってタ
タキします。

　店内を歩きながら宮崎アナが見つけた
「干しフグ」シロサバフグを丸ごと開いて
干物にした加工品で、棒鱈のように水で戻
した後、調味して食べます。萩地方のお正
月になくてはならない食材で、干しフグを
食べて、一年の福（ふく）を呼び込むとか。

２
０
０
４
年
は

萩
開
府
４
０
０
年
。

こ
の
４
月
に
出
版
ス
タ
ー
ト
!!

シ
ロ
サ
バ
フ
グ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
「
ひ
る
ど
き
日
本
列
島
」
で
萩
産

「
シ
ロ
サ
バ
フ
グ
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。▲主役のシロサバフグ

▲新鮮さの証し「びた」シール

▶フグはえ縄の漁具

▲珍味「干しふぐ」

▼シロサバフグの刺身



　
今
回
は「
あ
か
む
つ
」の
登
場
で
す
。
山
陰
西
部
が
主
要
な
漁
場
で
、

主
に
底
引
き
網
で
漁
獲
さ
れ
ま
す
。
年
中
脂
の
乗
り
が
良
い
魚
種
で
す

が
、
特
に
冬
の
時
期
に
脂
の
乗
り
が
最
高
と
な
り
、
旬
を
迎
え
ま
す
。

　
萩
地
方
で
は
「
の
ど
く
ろ
」
と
呼
ば
れ
、
口
腔
内
（
口
の
奥
の
喉
の

付
近
）
が
黒
い
こ
と
が
そ
の
呼
び
名
の
所
以
で
す
。
脂
の
良
く
乗
っ
た

白
身
の
お
魚
で
、
そ
の
味
の
良
さ
は
、
北
海
道
で
有
名
な
高
級
魚
「
キ

ン
キ
」
に
良
く
似
て
い
ま
す
。
価
格
も
あ
ま
り
安
い
と
は
言
え
な
い
魚

種
で
、
特
に
30
㎝
を
超
え
る
大
型
は
希
少
価
値
も
あ
っ
て
ち
ょ
っ
と
手

が
届
か
な
い
価
格
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
上
品
な
白
身
に
、
あ
か
む
つ
独
特
の
脂
の
旨
み
が
あ
っ
て
、
非
常
に

人
気
の
高
い
お
魚
で
す
。
大
型
の
も
の
は
お
刺
身
が
一
番
。
あ
っ
さ
り

と
し
た
塩
焼
き
や
、
薄
口
の
味
付
け
を
し
た
煮
付
け
も
定
番
人
気
。
身

が
柔
ら
か
い
お
魚
な
の
で
、
小
型
の
も
の
は
一
夜
干
し
て
召
し
上
が
る

と
身
が
し
っ
か
り
し
て
、
旨
み
も
凝
縮
さ
れ
ま
す
。
あ
か
む
つ
の
一
夜

干
は
保
存
も
利
き
、
御
土
産
商
品
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
ウ
ロ
コ
と
内
臓
・
エ
ラ
を
除
去
し
た
あ
か
む
つ
に
三
筋
ほ
ど
包
丁
で

軽
く
切
れ
目
を
い
れ
ま
す
。
エ
リ
ン
ギ
や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
お
好
み
の
野

菜
を
添
え
て
、
ハ
ー
ブ
ソ
ル
ト
・
少
量
の
バ
タ
ー
・
白
ワ
イ
ン
を
加
え

て
調
理
用
の
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
包
み
ま
す
。
そ
の
ま
ま
ト
ー
ス
タ
ー
で

約
10
分
焼
け
ば
出
来
上
が
り
。仕
上
げ
に
レ
モ
ン
を
絞
っ
て
頂
き
ま
す
。

簡
単
に
調
理
で
き
、
し
か
も
お
魚
が
苦
手
と
い
っ
た
方
や
、
お
子
様
に

も「
あ
か
む
つ
」の
美
味
し
さ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
調
理
法
で
す
。

※
お
知
ら
せ

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
（
山
口
放
送
局
）
毎
週
水
曜
日
11
：
30
〜
の
番

組
「
と
く
も
り
情
報
ラ
ン
チ
」
で
、「
萩
の
旬
の
お
魚
情
報
」
を
毎
週

放
映
中
で
す
。

▲「あかむつ」の開き干しも冬
場の人気商品

▲調理が簡単で美味しい「あかむつのホイル焼き」

■
山
陰
日
本
海
の
冬
の
旬
魚

■
上
質
な
白
身
プ
ラ
ス
脂
の
旨
み

■
お
薦
め
は
”ホ
イ
ル
焼
き
”

　

こ
の
他
に
も
、「
見
島
牛
角
つ
の
さ
か
づ
き

盃
」

を
置
く
た
め
の
専
用
台
も
制
作
し
た
。

見
島
牛
角
盃
は
見
島
で
の
見
島
牛
共
進

会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
も
あ

る
、
多
田
一
馬
さ
ん
所
有
の
「
み
や
こ

ど
り
号
」
の
角
か
ら
型
取
り
を
し
、「
国

指
定
史
跡・見
島
ジ
ー
コ
ン
ボ
古
墳
群
」

に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
見
島

の
玄
武
岩
だ
け
で
制
作
さ
れ
た
、
こ
だ

わ
り
の
逸
品
。
一
輪
挿
し
と
し
て
も
使

用
で
き
、
萩
ガ
ラ
ス
工
房
で
販
売
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

い
ず
れ
も
使
用
さ
れ
て
い
る
材
木

は
、
８
０
０
年
前
に
東
大
寺
（
奈
良
）

を
再
建
し
た
と
き
に
使
わ
れ
た
、
阿
武

町
福
賀
地
区
の
檜
・
杉
の
埋
も
れ
木
か

ら
制
作
さ
れ
て
い
る
。

　
萩
ガ
ラ
ス
工
房
社
長
・
藤
田
洪
太
郎

さ
ん
は
「
こ
の
商
品
は
、
こ
れ
が
な
け

れ
ば
グ
ラ
ス
と
し
て
使
用
で
き
な
い
、

専
用
の
コ
ー
ス
タ
ー
と
い
う
の
が
ア
イ

デ
ア
と
し
て
面
白
い
。
こ
れ
か
ら
は
ガ

ラ
ス
単
品
で
は
な
く
、
ガ
ラ
ス
と
異
業

種
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。今
後
は
、

コ
ー
ス
タ
ー
の
種
類
を
増
や
し
、
価
格

も
安
く
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
た
。

問
い
合
わ
せ　

萩
ガ
ラ

ス
工
房
（
萩
市
越
ヶ
浜
、

０
８
３
８・２
６・２
５
５
５
）
へ

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
の
一
環

と
し
て
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
阿
武
町
福
賀
地
区
の

埋
も
れ
木
や
地
元
材
を
活
用
し
た
商

品
開
発
を
行
う
福
賀
木
目
会
で
は
、

萩
ガ
ラ
ス
工
房
に
逆
三
角
形
の
グ
ラ

ス
を
製
作
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
置

く
た
め
の
専
用
コ
ー
ス
タ
ー
を
制
作

し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ス
と
コ
ー
ス
タ
ー
を
セ
ッ
ト

に
し
、
１
月
か
ら
萩
ガ
ラ
ス
工
房
と

阿
武
町
道
の
駅
で
販
売
す
る
（
１
セ

ッ
ト
７
０
０
０
円
、
取
っ
手
付
き
グ

ラ
ス
は
８
０
０
０
円
）。

阿
武
町
福
賀
の
埋
も
れ
木
と

萩
ガ
ラ
ス
の
合
作
、
次
々
と
発
売
へ

左が取って付きグラスとコースターのセット、
右が見島牛角盃と専用台

萩のあかむつ



同窓会だより

市
町
村
合
併
の
動
き

〜
合
併
の
期
日
は
、
平
成
17
年
３
月
６
日
に
決
定
〜

　
10
月
28
日
の
第
12
回
萩
広
域
市
町
村
合
併
協
議
会
（
法
定
合
併

協
議
会
）
で
、
合
併
の
期
日
は
平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）
３
月

６
日
（
日
）
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
併
協
議
会
で
行
わ
れ
て
い
る
合
併
協
定
項
目
の
協
議

と
並
行
し
て
作
成
中
の
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、
近
く
そ
の

素
案
が
合
併
協
議
会
へ
提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
対
し
て
は
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
そ
の
地
区
別
説
明
会

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、山
口
県
全
域
で
市
町
村
合
併
へ
の
動
き
が
進
ん
で
お
り
、

現
在
の
法
定
合
併
協
議
会
な
ど
の
枠
組
み
で
合
併
が
実
現
し
た
場

合
、平
成
15
年
３
月
に
56
あ
っ
た
市
町
村
数
は
、16
に
な
り
ま
す
。

1 市 3 町 4 村の合併は、平成
17年 3月 6日と確認しました

　大学案内、出願書類等の請求は、〒７５８
─８５８５萩市椿東浦田 5000番地　萩国際
大学学務課（０８３８・２４・４０００）へ

入試区分

■平成 16年度新入学生選抜日程（国際・経営情報学科共通）
選抜方法 出願期間 試験日

３月１日〜３月 25日 ３月 28日㈰小論文、面接、書類選考推薦選抜

１月８日〜１月 30日

２月２日〜２月 20日

２月８日㈰

２月 29㈰
学科試験、書類選考

一般選抜
前期日程

一般推薦

３月18日〜３月 31日

３月１日〜３月 17日

４月３日㈯
３月 21㈰

小論文、面接、書類選考後期日程

１月12日〜２月６日学科試験、書類選考
※萩国際大学の個別学力
検査等は無し

大学センタ
ー試験を利
用する選抜

前期日程
３月24日〜３月 31日後期日程

「萩国際大学」学生募集
■新理事長就任

　大学を経営する学校法人萩学園の権堂義幸
理事長が、健康上の理由から 11月 11 日付
けで退任、後任に大学の理事で萩商工会議所
会頭の刀禰勇氏が就任しました。大学の理事
会体制も地元の経済人が理事に就任するな
ど、今後は地元主導で会議が行われます。
　11 月 13 日に行われた記者会見で、刀禰
勇新理事長は「県、市の参画や文部科学省の
指導を仰ぎながら、大学存続に向け抜本的な
再建を行って行きたい」と意欲を語りました。

■「萩陶芸文化コース」の教授陣に地元の萩焼作家 3人が就任
　大学では、教育システムの全面的な見直しを行い、来年度から「ゴルフ文化コ
ース」、「萩陶芸文化コース」など４コースを新設、従来のものと併せて９コース
に再編しました。「ゴルフ文化コース」には９月の男子プロゴルフツアーで優勝
した倉本昌弘プロが客員教授に就任、「萩陶芸文化コース」には次の３人の現役
萩焼作家が就任しました。
□兼田昌尚専任教授　窯元「天寵窯」（小畑）、□金子信彦客員教授　窯元「城山窯」
（堀内）、□松野龍司客員教授　窯元「緑栄窯」（大屋）
　なお、昨年開催された萩陶芸大リーグ参加者の１人が「萩陶芸文化コース」に
合格、４月に入学する予定です。

刀
禰
勇
新
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
宮
木
宗
史
（
昭
和
41
年
度
三
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
卒
、
44
年
萩
工
業
卒
）

　

１
９
９
７
年
か
ら
東
京
近
郊
在
住
の
三
見
中
学

校
卒
業
生
で
同
窓
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

第
６
回
目
で
末
益
先
生
を
お
招
き
し
、
９
月
21
日
、

東
京
の
池
袋
で
23
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
衆
議
院

議
員
の
河
村
建
夫
さ
ん
も
同
窓
生
で
す
。

　

久
し
ぶ
り
の
ロ
ー
カ
ル
で
な
つ
か
し
い
話
題
に

と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
同
窓
会
の
翌

日
、
河
村
建
夫
さ
ん
が
「
文
部
科
学
大
臣
」
に
就

任
さ
れ
、
と
て
も
思
い
出
に
残
る
同
窓
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
現
在
、
同
窓
会
は
２
年
に
１
度
行
っ
て
い
ま
す
。

幹
事
は
昭
和
35
年
度
卒
の
坪
井
（
旧
姓
福
田
）
良

子
さ
ん
で
す
。

東
京
で
の
三
見
中
学
校
同
窓
会



会
員
か
ら
の
お
便
り　

め
ー
る
ぼ
っ
く
す

多
田
耕
弥

（
千
葉
県
佐
倉
市　
萩
市
見
島
出
身
）

　
２
年
前
、
40
数
年
ぶ
り
に
萩
に
帰
り

ま
し
た
。
な
に
を
お
い
て
も
、
母
校
の

明
倫
小
学
校
を
訪
ね
た
か
っ
た
。丁
度
、

運
動
会
の
練
習
中
だ
っ
た
の
で
、
昼
休

み
に
な
る
ま
で
運
動
場
の
隅
で
待
た
せ

て
貰
っ
た
。
な
ん
と
、
私
の
前
を
通
る

赤
・
白
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
子
供
達
が

次
々
と
「
こ
ん
に
ち
は
！
」「
こ
ん
に

ち
は
！
」
と
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
で
は

な
い
で
す
か
。
後
日
、
こ
の
こ
と
を
会

う
人
、
会
う
人
に
話
し
ま
し
た
。
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
「
萩
は
観
光
地
だ
か
ら
、

そ
の
よ
う
に
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
ん
だ

よ
」
と
い
う
意
味
の
答
え
で
し
た
。

　

そ
ん
な
話
を
し
て
い
て
、「
そ
う
な

ん
だ
、
萩
は
観
光
地
だ
っ
た
の
だ
」
と

思
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
し
た
。
子
供

の
頃
、
萩
の
町
全
体
を
我
が
庭
の
よ
う

に
１
日
中
遊
び
回
っ
て
い
た
私
に
は
観

光
地
と
い
う
言
葉
が
ピ
ン
と
こ
な
い
の

たちばな会関東支部総会
はあといん乃木坂（港区）

11月 28日

たちばな会からたち会合同総会
南風泊市場活魚センター（下関市）

11月 29日からたち会関東支部総会
シャトー51（新宿区）

11月 15日

　

30
人
出
席
。
会
長
の
林

口
是
信
さ
ん
（
昭
和
33
年

卒
）
か
ら
「
平
成
５
年
か

ら
今
年
ま
で
10
年
間
会
長

を
務
め
た
の
で
、
次
期
会

長
に
36
年
卒
の
大
賀
進
さ

ん
に
お
願
い
し
た
い
」
と

挨
拶
。
ま
た
、
平
成
２
年

か
ら
14
年
間
事
務
局
を
務

め
ら
れ
た
パ
ル
タ
ッ
ク
勤

務
の
守
永
雅
さ
ん
（
42
年

卒
）
が
大
阪
に
転
勤
に
な

っ
た
の
で
、
次
は
36
年
卒

　
35
人
出
席
。
支
部
長
の
波
田
直
登
さ
ん
（
昭
和
41
年
卒
）
か
ら
「
近
年
卒
業
生
が
関
東
方
面

へ
就
職
し
な
く
な
っ
た
こ
と
、
交
通
網
の
発
達
に
よ
っ
て
故
郷
へ
の
郷
愁
感
が
少
な
く
な
っ
た

こ
と
等
に
よ
り
、
同
窓
会
へ
の
出
席
者
が
少
な
く
な
っ
た
が
、
集
ま
り
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
意
義
が
あ
る
し
今
後
も
継
続
し
た
い
」と
挨
拶
。
波
多
野
篤
さ
ん（
43
年
卒
）が「
男
な
ら
」

の
替
え
歌
で
、
氏
が
故
郷
萩
を
離
れ
る
時
に
父
親
が
萩
の
こ
と
を
忘
れ
る
な
ち
ゅ
う
て
教
え
て

の
楊
井
さ
ん
に
お
願
い
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
た
ち
ば
な
会
理
事
長
の
川
原
輝
彦
さ
ん
か

ら
、
11
月
24
日
の
江
戸
開
府
４
０
０
年
に
平
安

右
か
ら
新
事
務
局
の
楊
井
正
憲
さ
ん
、

前
事
務
局
の
守
永
雅
さ
ん

同窓会翌日にフルマラソンに挑戦した
波田辰巳さん（左）

同窓会だより

く
れ
た
「
故
郷
萩
を
想
う
唄
」

を
全
員
で
合
唱
。
宮
木
宗
史
さ

ん
（
44
年
卒
）
は
三
見
中
学
校

同
窓
会
の
情
報
を
（
８
ペ
ー
ジ

掲
載
）。
波
田
辰
己
さ
ん
（
46

年
卒
）
は
、
総
会
翌
日
（
11
月

16
日
）
の
東
京
女
子
マ
ラ
ソ
ン

に
併
せ
た
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
参
加
す
る
と
の
情
報
。
そ
の

結
果
は
・
・
・
。

　

事
務
局
は
桂
木

忠
さ
ん
（
40
年
卒
）

０
４
８・
２
５
９・
２
７
９
０

（
山
城
精
機
製
作
所
）

で
す
。「
萩
」
へ
の
イ
メ
ー
ジ
は
人
さ

ま
ざ
ま
で
し
ょ
う
が
、
い
つ
も
他
府
県

の
人
達
の
観
光
地
「
長
州
・
萩
」
へ
の

憧
れ
？
の
強
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

す
。
私
は
相
手
と
話
が
は
ず
む
と
、
必

ず
話
の
糸
口
を
作
っ
て
、
萩
出
身
で
あ

る
こ
と
を
打
ち
明
け
ま
す
。
そ
の
時
の

相
手
の
反
応
を
楽
し
み
に
す
る
悪
い
ク

セ
？
が
あ
り
ま
す
。

　
驚
い
た
こ
と
に
、
す
ぐ
お
隣
の
年
配

の
ご
夫
婦
は
、
新
婚
旅
行
は
萩
だ
っ
た

と
か
。
旅
館
の
名
前
ま
で
覚
え
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
萩
で
の
想
い
出

を
長
々
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
は

り
最
後
に
、
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い

で
す
ね
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
想
像
以
上
に
萩
フ
ァ

ン
は
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
う
１

度
、
ゆ
っ
く
り
と
落
ち
着
い
て
観
光
し

た
い
、
と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
大
半
で

し
た
。
い
つ
ま
で
も
、
こ
の
人
達
の
夢

を
壊
さ
な
い
「
萩
」
で
あ
っ
て
欲
し
い

で
す
。

　
私
は
、
必
ず
、
萩
し
ー
ま
ー
と
や
新

博
物
館
な
ど
「
新
し
い
萩
」
の
紹
介
も

し
て
あ
げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
な

に
せ
、
萩
の
話
を
始
め
る
と
、
止
ど
ま

る
こ
と
の
な
い
私
な
の
で
す
。
外
か
ら

萩
を
見
て
一
番
気
に
な
る
こ
と
は
・・・

商
売
？
（
Ｐ
Ｒ
）
を
も
っ
と
上
手
に
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
萩
へ
憧
れ
て

い
る
潜
在
的
な
フ
ァ
ン
を
是
非
そ
の
気

に
さ
せ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

「
外
か
ら
見
た
故
郷
・
萩
」

　
45
人
出
席
。
総
会
で
は
、
松
村
久
た
ち
ば
な
会
下
関
支
部
長
の

挨
拶
に
続
き
、
渡
邊
萩
商
教
頭
に
よ
る
近
況
報
告
が
あ
り
、
１
ク

ラ
ス
35
人
に
減
少
し
た
こ
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
学
校
紹
介

が
始
ま
っ
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
下
関

唐
戸
魚
市
場
の
提
供
に
よ
る
毎
年
恒
例
の
ふ
く
鍋
と
ふ
く
さ
し
に

加
え
、
今
年
か
ら
ふ
く
の
に
ぎ
り
寿
司
も
登
場
し
、
出
席
者
は
ふ

く
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
元
萩
商
野
球
部
監
督
の
瀬
上
進
さ
ん
が
萩
市
か
ら
出
席

し
、
病
床
か
ら
回
復
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
会
の
最

後
に
は
万
歳
三
唱
の
音
頭
を
と
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
事
務
局
は
中
谷
満
正
０
９
０・５
０
８
１・８
５
４
５

元萩商野球部監督の
瀬上進さん

古
の
大
名
行
列
が
参
加
し
た
様
子

を
紹
介
。

　
新
し
い
事
務
局
は
楊
井
正
憲
さ

ん
０
４
５・
５
０
８・
４
１
６
１

（
ブ
ル
ー
エ
キ
ス
プ
レ
ス
）



　
11
月
27
日
、
萩
本
陣
で
「
萩
と
会
津

を
語
る
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
福
島
県
郡
山
市
在
住
で
作
家
の

星
亮
一
さ
ん
が
、戊
辰
戦
争（
１
８
６
８

〜
６
９
年
）
以
来
の
「
萩
藩
」
と
「
会

津
藩
」
の
遺
恨
を
解
消
し
、
萩
と
会
津

若
松
両
市
の
交
流
の
き
っ
か
け
を
作
ろ

う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
会
場
に

は
友
好
の
印
と
し
て
両
藩
の
旗
印
が
掲

げ
ら
れ
、
萩
市
内
外
か
ら
約
１
７
０
人

も
の
参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
最
初
に
訪
問
団
長
の
新
井

田
さ
ん
と
と
も
に
挨
拶
に
立
っ
た
野
村

萩
市
長
が
「
こ
れ
ま
で
も
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
で
交
流
が
あ
っ
た
が
、
こ
う

し
た
意
見
交
換
は
初
め
て
。
両
者
の
新

し
い
交
流
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と

会
開
催
の
意
義
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
基
調
講
演
で
、
星

亮
一
さ
ん
は
「
会
津
出
身
な
が
ら
萩
藩

の
有
力
者
の
支
援
を
受
け
、
後
に
東
京

帝
国
大
学
総
長
な
ど
を
務
め
た
山
川
健

次
郎
も
い
る
。
山
川
健
次
郎
の
研
究
を

続
け
る
う
ち
、『
戊
辰
戦
争
の
怨
念
を

乗
り
越
え
る
べ
き
』
と
し
た
山
川
の
持

論
を
知
り
、
関
係
修
復
の
活
動
を
思
い

立
っ
た
。
水
に
流
す
と
こ
ろ
は
流
し
、

新
た
な
関
係
を
築
く
べ
き
だ
」
と
強
調

し
、
幕
末
維
新
史
研
究
家
の
一
坂
太
郎

さ
ん
は
「
吉
田
松
陰
は
会
津
の
士
風
を

た
た
え
、
高
杉
晋
作
が
会
津
藩
と
交
流

し
て
い
た
記
録
も
あ
る
。
憎
し
み
合
っ

て
い
た
ば
か
り
で
は
な
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、「
お
互
い
の
歴
史
観

を
学
び
あ
う
こ
と
が
大
切
」
と
す
る
菅

家
一
郎
会
津
若
松
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
関
係
を
つ
く
る
第
一
歩
に
！

「
萩
と
会
津
を
語
る
会
」
開
催

会
津
か
ら
の
訪
問
団
の
皆
さ
ん

　
平
成
15
年
12
月
４
日
、
千
代
田
区
で

全
国
離
島
振
興
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

見
島
ウ
シ
保
存
会
（
会
長
多
田
一
馬
）

が
離
島
固
有
の
文
化
財
で
あ
る
天
然
記

念
物
見
島
ウ
シ
の
長
年
に
わ
た
る
保
護

増
殖
活
動
に
対
す
る
功
績
を
称
え
ら
れ

国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
、
ま
た
野

村
萩
市
長
が
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
表
彰
式
の
後
、
日
本
を
代
表
す
る
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
佐
野
眞
一
氏
が

「
覚
醒
せ
よ
、
日
本
と
日
本
人
│
宮
本

常
一
の
精
神
を
導
き
糸
に
│
」
と
題
し

た
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
中

で
、
氏
の
敬
愛
す
る
山
口
県
東
和
町
出

身
の
民
俗
学
者
故
宮
本
常
一
先
生
の
離

島
調
査
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
て
、
見

　
　
萩
に
は
全
国
に
誇
れ
る
離
島
が
あ
り
ま
す
！

東
京
で
離
島
振
興
50
周
年
記
念
式
典

見
島
で
は
、
長
男
が
生
ま
れ
た
家
が
、
そ
の
誕
生
を

祝
い
、
ま
た
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
大
凧
「
鬼
ヨ

ー
ズ
」
を
作
り
、
元
旦
に
揚
げ
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。

（
写
真
は
平
成
15
年
12
月　
中
家
勲
さ
ん
宅
）

見
島
の
「
共
同
一
致
の
歌
」
を
紹
介
し

て
い
る
佐
野
眞
一
著
「
宮
本
常
一
が
見

た
日
本
」

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版　
１
７
０
０
円
＋
税
）

星
亮
一
著
「
山
川
健
次
郎
伝
」

（
平
凡
社　
１
８
０
０
円
＋
税
）

宮
本
常
一
著
作
集
第
17
巻
「
宝
島
民
俗

誌
・
見
島
の
漁
村
」

（
未
来
社　
３
２
０
０
円
＋
税
）

島
の
「
共
同
一
致
の
歌
」

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
共
同
一
致
の
歌
」と
は
、

明
治
初
期
に
見
島
を
襲

っ
た
度
重
な
る
旱
魃
や

水
害
の
被
害
に
よ
り
生

じ
た
多
額
の
負
債
を
、

実
に
27
年
間
か
け
て
島

民
一
団
と
な
っ
て
苦
難

克
服
し
現
在
の
貨
幣
価

値
に
し
て
約
52
億
円
を

完
済
し
た
こ
と
を
記
念

し
た
歌
で
す
。
佐
野
さ

ん
は
、
現
在
も
見
島
の

子
供
た
ち
が
運
動
会
等

で
こ
の
歌
を
歌
い
継
ぎ
、

苦
難
克
服
の
歴
史
に
誇

り
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
強
調
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
振
興
に
当
た

っ
て
は
、
住
民
が
そ
の

郷
土
に
誇
り
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
不
可
欠
と

の
見
解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
は
、「
宮
本
常
一
が
見
た
日
本
」

に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
野
村
萩

市
長
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
、
萩

の
大
島
を
「
日
本
一
元
気
な
島
」
と
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の

離
島
振
興
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。



　
長
嶺
貴
裕
（
法
政
大
経
済
４
年
、
阿

武
町
出
身
、
萩
高
卒
）
が
第
80
回
箱
根

駅
伝
（
１
月
２
日
、
３
日
）
に
昨
年
に

続
き
、
出
場
し
ま
す
。
昨
年
11
月
に
箱

根
で
行
わ
れ
た
予
選
会
で
は
、
個
人
で

４
位
に
入
り
、
チ
ー
ム
初
の
予
選
会
１

位
通
過
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
萩
工
業
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
が
全
国

高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

県
予
選
決
勝
（
11
月
）
で
大
津
高
校

を
破
り
、
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
（
東
大

阪
市
）
で
行
わ
れ
る
全
国
高
校
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し

ま
す
。
今
回
は
昨
年
に
続
き
９
回
目

の
出
場
と
な
り
ま
す
。

　
全
国
大
会
前
の
12
月
17
日
に
萩
市

民
館
で
萩
工
業
ラ
グ
ビ
ー
部
の
壮
行

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
田
村
耕
太
郎

監
督
は
「
昨
年
を
上
回
る
成
績
を
残

し
た
い
。
目
標
は
２
回
戦
を
突
破
し

て
ベ
ス
ト
16
に
残
り
、
正
月
を
花
園

で
迎
え
た
い
」
と
大
会
に
向
け
て
の

決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　
激
励
を
受
け
た
萩
工
業
ラ
グ
ビ
ー

部
は
全
国
大
会
１
回
戦（
12
月
28
日
）

の
石
川
県
代
表
・
鶴つ
る
ぎ来
高
校
戦
勝
利

（
２
回
戦
は
12
月
30
日
）
の
思
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　
宮
本
勝
昭
く
ん
（
萩
市
江
向
）
が
大

相
撲
に
入
門
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
九

重
親
方
（
元
横
綱
・
千
代
の
富
士
）
が

九
州
場
所
終
了
後
の
11
月
26
日
、
萩
高

校
へ
挨
拶
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
宮
本
君
の
父
・
豊
さ
ん
は
元
幕
下
・

時
潮
、
祖
父
・
丈
夫
さ
ん
も
元
十
両
・

潮
登
（
戦
前
）
で
、
３
世
代
に
わ
た
る

角
界
入
り
。
豊
さ
ん
が
現
役
時
代
、
九

重
親
方
と
稽
古
を
し
た
り
、
肩
の
脱
臼

を
治
し
た
り
し
た
こ
と
が
縁
で
現
在
も

親
交
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
９
月
に
同
部

屋
を
訪
れ
、
親
方
と
も
会
っ
て
正
式
に

入
門
を
決
め
た
。

を
提
供
す
る
「
外
食
産
業
モ
デ
ル
店
」

に
、「
萩
の
宿　
常と
も
え

茂
恵
」（
萩
市
土
原

弘
法
寺
）
が
県
内
通
算
４
店
目
、
宿
泊

施
設
で
は
初
め
て
指
定
さ
れ
、
新
メ
ニ

ュ
ー「
常
茂
恵
御
膳
」を
始
め
ま
し
た
。

　
新
メ
ニ
ュ
ー
（
秋
）
は
、
食
前
酒
の

地
酒
（
田
万
川
町
）
に
始
ま
り
、
萩
沖

の
タ
イ
、イ
カ
の
刺
身
、海
老
（
萩
沖
）、

地
鶏
（
長
門
市
）、
小
松
菜
（
む
つ
み

村
）、
か
ぼ
ち
ゃ
（
三
隅
町
）、
こ
ん
に

ゃ
く（
萩
市
）等
を
煮
込
ん
だ
煮
物「
巴

食
載
」、
ご
は
ん
は
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

デ
ザ
ー
ト
の
柿（
萩
市
）、梨（
秋
芳
町
）

ま
で
、
旬
の
魚
貝
類
や
野
菜
を
使
っ
た

11
品
。
５
０
０
０
円
（
要
予
約
）
で
提

供
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
先　

萩
の
宿　

常
茂
恵

（
０
８
３
８・２
２・０
１
５
０
）
へ

※
常
茂
恵
が
作
っ
た
「
地
産
地
消
」
の

弁
当
「
常
茂
恵
弁
当
」
が
都
心
の
デ
パ

ー
ト
で
販
売
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
情

報
ア
ラ
カ
ル
ト
（
14
ペ
ー
ジ
）
参
照
。

　
山
口
県
内
で
生
産
さ
れ
た
農

産
物
を
食
材
と
し
て
、
季
節
感

を
大
切
に
し
た
地
産
地
消
料
理

新
春
の
ス
ポ
ー
ツ
、
萩
に
エ
ー
ル
を

　
昨
年
は
各
校
の
エ
ー
ス
が
集
う
華
の

２
区
に
出
場
。
最
終
学
年
と
な
る
今
年

は
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
エ

ー
ス
と
し
て
昨
年
を
上
回
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
箱
根
駅
伝
は
１
月
２
日
、
３
日
と
日

本
テ
レ
ビ
系
列
で
生
中
継
さ
れ
ま
す
。

箱
根
駅
伝　
法
政
キ
ャ
プ
テ
ン
長
嶺
君
（
萩
高
Ｏ
Ｂ
）

高
校
ラ
グ
ビ
ー　
萩
工
業
２
年
連
続
花
園
出
場

県大会決勝（対大津高校戦、11月16日）

萩
高
・
宮
本
君
が
大
相
撲
九
重
部
屋
に
入
門

３
代
続
い
て
の
角
界
入
り

外食産業モデル店に指定、常茂恵

　
宮
本
君
は
身
長
１
８
５
㎝
、
体
重
95

㎏
。
中
学
か
ら
柔
道
を
は
じ
め
、
萩
高

で
も
柔
道
部
に
所
属
。
昨
夏
高
校
総
体

（
長
崎
県
）
で
は
個
人
１
０
０
㎏
級
に

出
場
。
左
か
ら
の
大
外
刈
り
が
得
意
。

関
東
や
九
州
の
大
学
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ

推
薦
の
話
も
あ
っ
た
が
、「
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
等
で
は
な
く
、
力
士
に
な
っ
て
勝

負
し
て
い
く
こ
と
に
決
め
た
。
相
撲
が

格
闘
技
の
中
で
一
番
強
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
あ
き
ら
め
ず
に
ひ
た
す
ら
強

く
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
。
千
代
大
海
の
よ
う
な
突
き
押
し
で

勝
負
す
る
力
士
を
目
指
し
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

　
九
重
親
方
は
「
父
・
豊
さ
ん
か
ら
相

談
を
受
け
、
肩
の
脱
臼
を
治
し
て
も
ら

っ
た
こ
と
へ
の
恩
返
し
の
つ
も
り
で
入

門
を
引
き
受
け
た
。
本
人
の
や
っ
て
み

た
い
、
強
く
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
尊
重
し
た
。相
撲
の
世
界
は
厳
し
い
。

ど
こ
ま
で
上
が
れ
る
か
は
は
本
人
の
努

力
次
第
」と
話
し
た
。父・豊
さ
ん
は「
相

撲
界
は
き
び
し
く
未
知
の
世
界
で
は
あ

る
が
、
九
重
親
方
の
言
う
こ
と
を
聞
い

て
け
が
の
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
励
ま
し
た
。

　

３
月
の
高
校
卒
業
後
に
入
門
予
定
。

同
日
夕
方
に
は
市
民
有
志
の
激
励
会
も

開
催
さ
れ
、
宮
本
く
ん
の
前
途
を
祝
福

し
ま
し
た
。

中央が宮本勝昭くん、左は九重親方、右は父親の豊さん



中
の
陣
内
大
蔵
氏
は
、
高
校
の
２
年
後

輩
。
一
緒
に
バ
ン
ド
活
動
を
し
て
い
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ル
ア
ー

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
は
ま
さ
に
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
。
飛
行
機
を
乗
り
継
い
で
秘
境
へ
も

出
か
け
ま
し
た
。

　
ひ
と
つ
は
、
16
年
前
に
亡
く
し
た
父

の
影
響
で
す
。
私
が
小
学
生
の
頃
、
宇

部
の
海
は
、「
缶
コ
ー
ヒ
ー
」
の
よ
う

な
色
で
、
油
が
浮
き
、
不
快
な
匂
い
が

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
無
類
の
釣

り
好
き
で
あ
っ
た
父
は
、
毎
週
、
日
曜

日
に
な
る
と
、
私
を
連
れ
出
し
、
長
門

や
萩
に
釣
り
に
出
か
け
ま
し
た
。
そ
の

と
き
に
感
動
し
た
北
浦
の
青
く
透
き
通

っ
た
「
底
が
見
え
る
海
」。

　
広
島
に
就
職
し
て
か
ら
も
、
月
に
１

回
程
度
は
、
仲
間
と
遊
魚
船
を
仕
立

て
、
見
島
周
辺
に
大
物
を
狙
っ
て
、
ル

ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま

　
出
身
は
、
山
口
県
宇
部
市
。
高
校
卒

業
後
か
ら
、九
州
で
１
年
の
予
備
校
と
、

５
年
間
の
大
学
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

家
業
の
関
係
で
、
広
島
の
ア
パ
レ
ル
会

社
に
勤
務
。
21
年
ぶ
り
に
山
口
県
へ
。

Ｉ
タ
ー
ン
に
近
い
形
で
、
萩
し
ー
ま
ー

と
に
着
任
し
ま
し
た
。
趣
味
は
、
釣
り

と
ロ
ッ
ク
。
現
在
音
楽
家
と
し
て
活
躍

釣
り
と
ロ
ッ
ク 篠

原　

充

氏

夢 追 人 夢 追 人 夢 追 人 夢 追 人 
　

宇
部
市
出
身
で
平
成
14
年
10
月
に
広
島
か
ら
Ⅰ
タ
ー
ン
、

道
の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と
の
事
務
局
次
長
と
し
て
着
任
。
萩
産

の
マ
フ
グ
を
は
じ
め
、
萩
の
海
が
持
つ
真
の
実
力
を
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
す
べ
く
、
現
在
奮
闘
中
。

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

事
務
局
次
長▲道の駅・萩しーまーと館内で

▶
ブ
ラ
ン
ド
化
の
懐
刀
「
ま
ふ
ぐ
」

萩
に
来
た
理
由
は
２
つ

し
た
。
大
好
き
な
海
と
、
魚
に
囲
ま
れ

て
の
萩
の
生
活
に
憧
れ
、
萩
し
ー
ま
ー

と
社
員
の
公
募
に
ト
ラ
イ
し
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、「
生
き
方
」
の
問
題
。

前
職
時
は
、
そ
れ
な
り
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

で
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ズ
全
般
を
担
当

し
、
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
も
、
月
に
３
回

は
、
関
西
や
首
都
圏
、
海
外
へ
も
出
か

け
て
い
ま
し
た
。小
さ
な
小
売
店
か
ら
、

大
手
商
社
と
の
取
引
の
中
で
、
評
価
さ

れ
る
の
は
、
実
績
。
対
価
は
ス
ト
レ
ー

ト
に
サ
ラ
リ
ー
で
し
た
。
バ
ブ
ル
の
絶

頂
期
も
体
験
し
、
ア
ッ
パ
ー
な
生
活
の

真
似
事
も
い
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
常
に
自
分
の
人
生
を
、
本

当
に
や
り
た
い
商
材
の
仕
事
に
傾
け
た

い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
妻

や
、
前
職
の
社
長
と
相
談
し
、
退
職
を

決
意
し
ま
し
た
。
あ
と
、
一
人
暮
ら
し

の
母
が
、宇
部
に
住
ん
で
い
る
こ
と
も
、

山
口
県
に
戻
っ
て
く
る
事
を
決
意
し
た

大
き
な
理
由
で
す
。

　
萩
の
海
の
実
力
は
、
ま
さ
に
全
国
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
魚
種
の
豊
富
さ
、

魚
の
質
、
そ
し
て
、
市
場
性
の
高
い
魚

が
揚
が
り
ま
す
。
日
本
食
文
化
で
の
、

魚
介
類
の
ス
パ
ー
ス
タ
ー
は
３
つ
。
①

ク
ロ
マ
グ
ロ
、
②
フ
グ
、
③
エ
ビ
・
カ

ニ
で
す
。
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
、
萩
沖
見
島

周
辺
で
、
数
百
キ
ロ
の
近
海
天
然
物
が

揚
が
り
ま
す
が
、
東
北
、
北
海
道
、
あ

◆
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
６
３
年
山
口
県
宇
部
市
生
ま

れ
。
宇
部
高
校
、
長
崎
大
学
水
産
学
部

卒
業
。広
島
市
内
の
ア
パ
レ
ル
会
社
で
、

15
年
勤
務
。
２
０
０
２
年
10
月
か
ら
、

萩
し
ー
ま
ー
と
事
務
局
着
任
。
阿
武
町

在
住
。

　
広
島
に
、妻
を
残
し
て
、単
身
赴
任
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
放
送
局
「
と
く
も
り
情
報

ラ
ン
チ
」
で
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
中
。

真
の
ふ
ぐ
「
ま
ふ
ぐ
」

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

る
い
は
太
平
洋
側
に
比
べ
、
漁
獲
量
が

少
な
く
、安
定
供
給
で
き
ま
せ
ん
。
今
、

私
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
考
え
て
い
る
の

が
、
フ
グ
で
す
。

　
萩
は
フ
グ
漁
の
歴
史
が
古
く
、
萩
市

越
ヶ
浜
漁
港
は
、
現
在
で
も
県
内
最
大

の
フ
グ
は
え
縄
基
地
。
ト
ラ
フ
グ
を
筆

頭
に
、
シ
ロ
サ
バ
フ
グ
、
マ
フ
グ
を
日

本
海
で
漁
獲
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

１
０
０
％
天
然
物
。中
で
も
マ
フ
グ
は
、

極
め
て
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ト
ラ
フ
グ
の
陰
で
過
小
評

価
さ
れ
、
お
値
段
は
ト
ラ
フ
グ
の
10
分

の
１
以
下
。
こ
れ
を
３
年
計
画
で
、「
消

費
者
が
認
め
る
ブ
ラ
ン
ド
魚
」と
し
て
、

「
道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
」
と
い
う
、

消
費
者
に
最
も
近
い
販
売
・
Ｐ
Ｒ
チ
ャ

ネ
ル
を
通
じ
て
、
正
当
評
価
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
私
の
こ
れ
か
ら
の
目
標

で
す
。
食
の
集
客
フ
ッ
ク
は
半
端
で
は

あ
り
ま
せ
ん
（
談
）

　萩信用金庫（０８３８・２２・３１１１）
のカレンダーでは、毎年、県立萩美術館・浦
上記念館、萩市郷土博物館所蔵の有名な作品
を紹介しています。
　今年は萩開府 400 年にちなんで、萩開府
の祖「毛利輝元」の肖像です。「大正の広重」
といわれた画家、吉田初三郎の作品で萩市郷
土博物館の所蔵品です。

と　き　11月 11日〜 12月 10日
ところ　萩博物館（堀内）

新博物館開館記念特別展「毛利輝元と萩開府」

萩
信
用
金
庫
カ
レ
ン
ダ
ー

今
年
は
萩
開
府
の
祖
毛
利
輝
元

（
40
歳　
阿
武
町
）



山
口
県
立
萩
美
術
館・
浦
上
記
念
館
だ
よ
り

原
始
土
器
の
美
展

平
成
16
年
２
月
１
日
ま
で

萩　芸術・文芸の広場

　
本
展
覧
会
で
は
、
山
東
省
博
物
館
と

山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
が
所
蔵
す
る

大　
口
遺
跡
の
紅
陶
灰
陶
、
黒
陶
、
白

陶
、
彩
陶
、
と
い
っ
た
土
器
１
０
６
点

を
通
し
て
、
中
国
文
明
揺
籃
期
の
製
陶

技
術
と
造
形
力
を
紹
介
し
ま
す
。

開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
休

館
日　
月
曜
日

入
場
料　

一
般
７
０
０
円
、
学
生

５
０
０
円

【
展
示
室
１
】

浮
世
絵
展
示
「
蔦
屋
重
三
郎
と
西
村
屋

与
七
」

と　
き　
１
月
３
日
〜
２
月
１
日

浮
世
絵
展
示
「
幕
末
明
治
を
生
き
た
浮

世
絵
師
シ
リ
ー
ズ
②
豊
原
国
周
」

と　
き　
２
月
３
日
〜
29
日

【
展
示
室
２
】

東
洋
陶
磁
展
示
「
朝
鮮
陶
磁
の
展
開
」

と　
き　
３
月
28
日
ま
で

問
い
合
わ
せ　

山
口
県
立

萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

（
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

■
年
末
年
始
は
12
月
24
日
〜
１
月
２
日

ま
で
休
館
で
す

▲白陶

　
「
受
賞
の
話
を
聞
か
さ
れ
た
と
き
、

自
分
は
そ
れ
だ
け
の
事
を
し
て
き
た
の

か
な
。
こ
れ
に
奢
ら
ず
、
原
点
に
立
ち

戻
り
、
今
後
の
萩
の
陶
芸
に
も
っ
と
貢

献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
」と
受
賞
の
感
想
を
語
る
金
子
さ
ん
。

　
県
を
代
表
す
る
現
代
陶
芸
家
の
一
人

と
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
作
品
で
、

多
く
の
賞
賛
を
得
て
い
る
金
子
さ
ん
に

も
、
長
い
葛
藤
の
時
代
が
あ
っ
た
と
言

い
ま
す
。「
師
匠
の
い
な
い
自
分
が
、

世
間
に
認
め
て
も
ら
え
る
作
品
を
生
み

出
す
の
に
20
年
か
か
り
ま
し
た
」
萩
焼

の
世
界
に
、
新
興
窯
と
い
う
新
風
を
起

こ
し
、
老
舗
・
新
興
の
壁
を
越
え
た
交

流
を
実
現
さ
せ
た
金
子
さ
ん
。
今
で
は

　
平
成
15
年
度　
山
口
県
文
化
功
労
賞
（
美
術・陶
芸
）

を
受
賞
さ
れ
た
、
金
子
信
彦
氏
（
52
歳　

堀
内
）
に

お
聞
き
し
ま
し
た
。

萩
焼
の
普
及
、
地
域
の
陶
芸
振
興
に
と

っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
、
金
子
さ
ん
の
気
に
な
る
事
は
後

継
者
の
育
成
。「
今
年
の
『
萩
陶
芸
大

リ
ー
グ
』
で
は
、
受
講
者
か
ら
、
強
烈

で
純
粋
な
焼
き
物
に
対
す
る
思
い
を
投

げ
つ
け
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。
な
ん
ら

か
の
形
で
、
萩
の
振
興
に
つ
な
が
っ
て

く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
手
応
え

を
感
じ
ま
し
た
」

　
陶
芸
大
リ
ー
グ
と
自
身
の
個
展
の
時

期
が
重
な
り
「
へ
と
へ
と
で
す
」
と
い

う
金
子
さ
ん
で
す
が
、
萩
焼
に
か
け
る

情
熱
を
語
る
そ
の
姿
に
は
、
疲
れ
を
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　11月 28 日、サンライフ萩で日本陶磁協会萩
支部（支部会長　小野公久）の発会式が行われま
した。
　東京に本部を置く日本陶磁協会は、50年以上
続く月刊誌「陶説」の発行を通じて、会員に陶磁
器に関する情報提供や、展覧会の批評等の活動を
しています。
　今まで、山口県には支部がなく、萩支部の発足
により、会員同士のつながりが強化されることに
なります。現在、萩支部の会員は、県内各地の陶
芸家や愛好家の 52名。今後は、東京本部とのネ
ットワークを使い、情報の発信・収集を行います。
また、講師を招いて勉強会の予定もあるそうです。
　萩支部では、会員を募集しています。
問い合わせ　事務局　〒７５８−００７２萩市
呉服町１−３　ぎゃらりぃ彩陶庵（０８３８・
２５・３１１０）白田まで　

日本陶磁協会　
萩支部発足

■
略　
歴

１
９
５
１
年　
萩
市
生
ま
れ

１
９
６
７
年　

萩
焼
修
業
に
入
る

（
萩
城
山
窯
入
社
）

１
９
７
９
年　

陶
芸
作
家
と
し
て

の
活
動
を
開
始
。
陶
芸
家
と
し
て

現
在
に
至
る
（
萩
城
山
窯　

取
締

役
陶
芸
部
長
）

萩
陶
芸
家
協
会
常
任
理
事

■
陶　
歴

２
０
０
０
年　

第
３
回
益
子
陶

芸
展
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞　

萩
焼

４
０
０
年
記
念
パ
リ
展
出
品

２
０
０
２
年　

萩
選
抜
展
（
三
越

本
店
）

原
点
に
立
ち
戻
り
、
萩
の
陶
芸
に
も
っ
と
貢
献
し
て
い
く

▲陶芸大リーグで指導を行う金子さん



■
坂
高
麗
左
衛
門
「
新
春
特
別
展
」

　
萩
焼
作
家
・
坂
高
麗
左
衛
門
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
１
月
６
日
（
火
）
ま
で

と
こ
ろ　
石
川
県
金
沢
市　
大
和
香
林

坊
店

■
三
輪
寿
雪
「
白
心
展
」

　
陶
芸
界
で
は
現
役
最
高
齢
の
人
間
国

宝
三
輪
寿
雪
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

す
。
昨
春
、
11
代
休
雪
を
改
め
て
初
の

個
展
。茶
碗
を
主
に
水
差
し
や
花
入
れ
、

書
な
ど
、新
作
27
点
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

「
鬼
萩
花
冠
高
台
茶
碗
」
は
、
従
来
の

割
高
台
の
中
心
を
削
り
残
し
、
花
を
思

わ
せ
る
高
台
を
創
作
し
た
。
茶
碗
の
口

も
広
が
り
、
力
強
い
作
品
。

と　
き　
１
月
12
日
（
月
）
ま
で

と
こ
ろ　
東
京
都
中
央
区　
日
本
橋
三

越
本
店

■
守
繁
栄
徹
「
陶
想
展
」

　
萩
焼
作
家
・
守
繁
栄
徹
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
２
月
24
日
（
火
）
〜
３
月
１

日
（
月
）

と
こ
ろ　
東
京
都
新
宿
区　
新
宿
三
越

■
岡
田
裕
「
八
代
就
任
記
念
展
」

　
萩
焼
作
家
・
岡
田
裕
の
作
品
が
展
示

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
２
月
24
日
（
火
）
〜
３
月
１

日
（
月
）

と
こ
ろ　
埼
玉
県
川
口
市　
川
口
そ
ご

う■
「
常
茂
恵
弁
当
」
販
売

　
特
別
企
画
催
事
「
発
見
・
日
本
の
味

（
仮
称
）」
に
お
い
て
、地
元
の
海
の
幸
、

山
の
幸
を
満
載
し
た
お
弁
当
が
都
心
デ

パ
ー
ト
で
販
売
さ
れ
ま
す
。
会
場
で
は

「
萩
の
宿　

常
茂
恵
」
の
女
将
が
実
演

販
売
を
行
い
ま
す
。

●
１
月
14
日
（
水
）
〜
19
日
（
月
）

東
京
都
豊
島
区　
そ
ご
う
横
浜
店

●
１
月
21
日
（
水
）
〜
27
日
（
火
）

埼
玉
県
横
浜
市　
西
武
池
袋
店

価　
格　
２
０
０
０
円

※
「
家
庭
画
報
」
２
月
号
で
「
常
茂
恵

弁
当
」
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

■
山
口
県
立
美
術
館
の
常
設
展

●
萩
の
茶
陶

と　
き　
１
月
12
日
（
月
）
ま
で

と
こ
ろ　
山
口
市
亀
山
町　
山
口
県
立

美
術
館

■
香
月
美
術
館
創
立
10
周
年
記
念
・
香

月
画
伯
没
後
30
年
「
世
界
の
巨
匠
の
お

も
ち
ゃ
展
」

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
家
族
、
子
ど

も
の
た
め
に
、
作
り
上
げ
た
愛
ら
し
い

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ピ
カ
ソ
、
ク
レ

ー
な
ど
作
家
11
人
、
１
２
０
点
。

と　
き　
１
月
25
日
（
日
）
〜
３
月
28

日
（
日
）

と
こ
ろ　
大
津
郡
三
隅
町　
香
月
美
術

館■
彩
陶
庵
の
企
画
展

●
三
輪
和
彦
個
展
「
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
」

　
萩
焼
作
家　
三
輪
和
彦
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

　
「
花
冠
」。
大
地
を
え
ぐ
り
獲
っ
た
よ

う
な
豪
快
な
造
形
は
、
一
輪
の
花
を
大

地
の
一
片
に
と
い
う
三
輪
和
彦
さ
ん
の

意
を
受
け
て
、凛
と
そ
び
え
立
ち
ま
す
。

萩
の
地
で
、
花
冠
は
そ
こ
に
「
在
る
」

時
間
と
空
間
を
確
か
な
も
の
と
し
て
語

り
か
け
て
く
れ
ま
す
。

と　
き　
１
月
23
日（
金
）〜
29
日（
木
）

と
こ
ろ　
萩
市
呉
服
町　
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ

彩
陶
庵（
０
８
３
８・２
５・３
１
１
０
）

■
萩
焼
窯
元
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
大
桂

庵
」
オ
ー
プ
ン

　

萩
焼
作
家　

樋
口
大
桂
の
作
品
を

紹
介
す
る
サ
イ
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
普
段
使
い
の
器
か
ら
、
ギ
フ
ト
、

特
別
注
文
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
ネ
ッ
ト
販
売
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.taikeian.

net■
花
遊

　
萩
の
草
花
を
題
材
に
し
た
押
し
花
絵

（
風
景
画
11
点
）
を
展
示
し
ま
す
。

と　
き　
１
月
23
日
（
金
）
ま
で

と
こ
ろ　
青
木
周
弼
旧
宅（
南
古
萩
町
）

■
萩
人
形
展　
夢
遊
び
〜
和
の
世
界
〜

　
萩
の
自
然
と
文
化
を
テ
ー
マ
に
生
ま

れ
た
高
さ
10
㎝
の
日
本
人
形
。
萩
民
謡

「
男
な
ら
」「
嫁
泣
節
」
や
「
萩
娘
」「
夏

み
か
ん
娘
」「
椿
娘
」
な
ど
約
２
５
０

点
を
展
示
し
ま
す
。

と　
き　
１
月
31
日
（
土
）
ま
で

と
こ
ろ　
伊
藤
博
文
別
邸
（
椎
原
）

　
関
東
地
区

　
萩
市
関
係

　
山
口
県
関
係

出
版
情
報

■
萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち

　
江
戸
、
明
治
、
昭
和
初
期
と
、
萩
の

歴
史
の
中
で
大
切
に
受
け
継
が
れ
た
お

雛
さ
ま
を
展
示
し
ま
す
。

と　
き　
２
月
３
日
（
火
）
〜
４
月
３

日
（
土
）

と
こ
ろ　

青
木
周
弼
旧
宅
（
南
古
萩

町
）、
旧
湯
川
家
屋
敷
（
川
島
）、
伊
藤

博
文
別
邸
（
椎
原
）

■
「
家
庭
画
報
」
２
月
号
（
12
月
28
日

発
売
）

　
全
国
の
老
舗
の
紹
介
の
中
で
、
山
陰

の
味
を
詰
め
た
有
名
旅
館
の
お
弁
当
と

し
て
、「
萩
の
宿　

常
茂
恵
」
の
地
場

の
食
材
を
使
っ
た
「
常
茂
恵
弁
当
」
が

紹
介
さ
れ
ま
す
。

定　
価　
１
０
０
０
円

■
旧
幕
府　
戸
川
残
花
編

　

明
治
の
詩
人
・
評
論
家
戸
川
残
花
の

　
東
北
地
区

第 50回日本伝統工芸展
　萩焼作家・岡田裕、波多野善蔵、波
多野英生、松尾操風、兼田桂炎の作品
が展示されます。

●高松展
１月５日（月）〜１月 18日（日）

香川県文化会館
●広島展
１月21日（水）〜２月８日（日）

広島県立美術館
●福岡展
２月11日（祝）〜２月16日（月）

福岡天神岩田屋
●仙台展
２月24日（火）〜２月29日（日）

三越仙台店



募
集
職
種　
看
護
師
、
薬
剤
師
、
臨
床

検
査
技
師
、
診
療
放
射
線
技
師

採
用
人
員　
い
ず
れ
の
職
種
も
若
干
名

募
集
期
間　
平
成
16
年
１
月
20
日
ま
で

提
出
書
類

①
受
験
申
込
書
・
受
験
票
（
萩
市
総
務

課
人
事
係
備
え
付
け
）

②
最
終
学
校
卒
業
証
明
書
（
又
は
見
込

証
明
書
）　

③
最
終
学
校
成
績
証
明
書　

④
試
験
区
分
ご
と
の
免
許
を
有
す
る
者

は
当
該
免
許
証
の
写
し

提
出
先　
〒
７
５
８
│
８
５
５
５　
萩

市
総
務
課
人
事
係

試
験
日
時　
平
成
16
年
２
月
８
日（
日
）

テ
レ
ビ
・
映
画
情
報

試
験
場
所　
萩
市
役
所

採
用
予
定
日　

平
成
16
年
４
月
１
日

（
免
許
取
得
見
込
者
に
あ
っ
て
は
、
国

家
試
験
合
格
後
）

そ
の
他　

試
験
区
分
ご
と
の
受
験

資
格
・
試
験
内
容
、
そ
の
他
詳
細

に
つ
い
て
は
、
萩
市
総
務
課
人
事

係
（
０
８
３
８・
２
５・
１
２
３
９)

に

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.

city.h
ag
i.yam

ag
u
ch
i.jp
//

hagicity

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
萩
市
民
病
院
職
員
を
全
国
公
募
！

２
月
小
児
科
新
設
に
伴
い

あ
な
た
の
力
を
萩
で
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か

編
纂
に
よ
り
、
明
治
30
年
か
ら
約
３
年

間
に
わ
た
り
刊
行
さ
れ
た
旧
幕
臣
の
雑

誌
で
、
幕
末
維
新
研
究
の
資
料
誌
。

　
全
５
巻
。

出　
版　
マ
ツ
ノ
書
店

■
藩
か
ら
読
む
幕
末
維
新　
武
光
誠
著

　

薩
摩
、
長
州
・
・
各
藩
の
特
質
と
主

要
人
物
の
解
説
を
通
じ
て
、
維
新
の
根

本
原
因
に
迫
る
。

　
２
０
３
ペ
ー
ジ
。

定　
価　
６
６
０
円
（
税
別
）

出　
版　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
書

■
乃
木
将
軍
の
御
生
涯
と
そ
の
精
神　

小
堀
一
郎

　

乃
木
将
軍
が
神
上
っ
て
90
年
を
記
念

し
た
講
演
会
の
記
録
。

　
78
ペ
ー
ジ
。

定　
価　
１
０
０
０
円
（
税
別
）

出　
版　
国
書
刊
行
会

■
中
央
公
論　
２
０
０
４
年
新
年
号

　

２
０
０
４
年
に
認
知
さ
れ
そ
う
な
キ

ー
ワ
ー
ド
を
あ
げ
た
特
集
「
２
０
０
４

年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ
」
で
、
山

本
博
文
（
東
京
大
学
資
料
編
纂
所
教
授
）

に
よ
る
「
萩
開
府
４
０
０
年
」
が
紹
介
。

「
幕
藩
体
制
」
か
ら
現
代
の
地
方
自
治
を

考
え
る
。
発
売
中
。

　
３
６
８
ペ
ー
ジ
。

定　
価　
８
０
０
円
（
税
込
）

出　
版　
中
央
公
論
社

■
山
口
県
の
山　
中
島
篤
巳
著

　

山
口
県
内
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
も
つ
主

要
な
山
の
登
山
コ
ー
ス
、
コ
ー
ス
タ
イ

ム
、
山
歩
き
の
コ
ツ
や
楽
し
み
方
等
を

掲
載
。
萩
か
ら
は
指
月
山
、
田
床
山
を

紹
介
。　
１
１
１
ペ
ー
ジ
。

定　
価　
１
６
９
９
円
（
税
別
）

出　
版　
㈱
山
と
渓
谷
社

■
「
嗤
う
伊
右
衛
門
」
全
国
東
宝
洋
画

系
に
て
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

　
昨
年
７
月
に
萩
市
堀
内
の
鍵
曲
で
撮

影
が
行
わ
れ
た
「
嗤
う
伊
右
衛
門
」
が

２
月
７
日
よ
り
全
国
東
宝
洋
画
系
に
て

公
開
さ
れ
ま
す
。

監　
督　
蜷
川
幸
雄

出
演
者　
唐
沢
寿
明
、
小
雪
ほ
か　
　

　
　
　
内　
容　
生
真
面
目
で
笑
う
こ

と
の
な
い
浪
人
の
伊
右
衛
門
と
、
凛
と

し
た
性
格
と
美
し
さ
が
評
判
だ
っ
た
が

病
の
た
め
顔
の
片
側
が
崩
れ
て
し
ま
っ

た
お
岩
と
の
恋
愛
、
二
人
を
取
り
巻
く

人
間
た
ち
の
愛
憎
や
狂
気
を
交
え
て
描

く
究
極
の
恋
愛
映
画
。

■
「
趣
味
悠
々
」　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ

ビ
　

萩
ガ
ラ
ス
工
房
（
萩
市
越
ヶ
浜
）
か

ら
萩
ガ
ラ
ス
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

と　

き　
１
月
19
日
（
月
）
午
後
10
時

〜
10
時
25
分
、
１
月
26
日
（
月
）
午
後

０
時
30
分
〜
午
後
０
時
55
分
（
再
放
送
）

■
「
朝
だ
！
生
で
す
旅
サ
ラ
ダ
」　

朝

日
放
送
系
列
全
国
放
送

　

毎
回
ゲ
ス
ト
が
全
国
各
地
の
旅
情
報

を
伝
え
る
番
組
。
ゲ
ス
ト
の
音
無
美
紀

子
さ
ん
が
明
神
池
ほ
か
萩
市
で
の
旅
を

紹
介
し
ま
す
。

放
送
予
定
日　
１
月
10
日
（
土
）
午
前

８
時
〜
９
時
30
分

　東京国際映画祭コンペティションに出品さ
れた、菅原浩志監督の最新作「ほたるの星」
が 2004 年春山口県内で先行上映後、５月に
全国公開されます。
　萩市の明倫小学校もロケ地として撮影され
たこの作品は、監督がオリジナル脚本を兼ね
て映画化したハートウォーミングストーリー。

　
萩
市
民
病
院
（
平
成
12
年
開
設
）
は
、
内
科
・
神
経
内
科
・
呼
吸
器
科
・
消

化
器
科
・
循
環
器
科
・
外
科
・
整
形
外
科
・
放
射
線
科
に
加
え
、
２
月
に
小
児

科
を
新
設
し
ま
す
。

　
萩
地
域
で
唯
一
の
病
院
小
児
科
と
し
て
、
地
域
の
医
療
機
関
か
ら
の
「
紹
介

予
約
制
」
に
よ
る
外
来
診
療
を
中
心
に
、
病
棟
に
個
室
３
室
を
確
保
し
、
緊
急

入
院
に
も
対
応
し
ま
す
。
平
成
16
年
度
に
は
小
児
専
用
病
床
の
増
築
工
事
等
を

計
画
し
て
お
り
、
人
員
体
制
を
含
め
て
機
能
を
強
化
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
有
能
な
人
材
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
の
力
を
萩
で
発

揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

映画「ほたるの星」

内　容　山口県内の豊か
な自然を背景に、新任教
師と生徒との交流を蛍の
飼育を通して描く。
出演者　小澤征悦、役所
広司、樹木希林
主題歌　松浦亜弥

３月県内、５月全国公開



　

大
野
毛
利
家
は
、
萩
藩
主
毛
利
家
の
一
門
に
あ
た
り
、
石
見
国
津

和
野
三
本
松
城
（
現
在
、
島
根
県
津
和
野
町
）
を
本
拠
と
し
て
い
た

国こ
く
じ
ん人
領
り
ょ
う
し
ゅ
主
、
吉
見
正
頼
の
系
譜
に
つ
ら
な
り
ま
す
。
吉
見
正
頼
と
萩

と
の
か
か
わ
り
は
、
正
頼
が
隠
居
し
て
嫡
子
広
頼
に
家
督
を
譲
り
、
萩

の
指
月
山
の
麓
に
居
館
を
築
い
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
居
館
が
築

か
れ
た
年
代
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
分
県
中
津
市
に
伝
え

ら
れ
る
正
頼
の
銘
文
が
記
さ
れ
た
琵
琶
に
よ
り
ま
す
と
、
天
正
８
年

（
１
５
８
０
）
に
は
す
で
に
萩
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
琵
琶
に
は
、「
天
正
８
年
７
月
19
日
に
長
門
国
萩
浦
の
指
月
城
下

に
お
い
て
琵
琶
を
作
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
の

ち
毛
利
氏
が
萩
城
を
築
き
、
城
下
町
を
建
設
す
る
以
前
、
萩
は
す
で
に

指
月
の
吉
見
氏
の
居
館
を
中
心
に
城
下
町
が
形
づ
く
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
正
頼
は
天
正
16
年
閏
５
月
22
日
、
指
月
の
居

館
で
没
し
、
指
月
山
下
の
善
幅
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

　
正
頼
の
嫡
子
広
頼
は
、
毛
利
隆
元
（
毛
利
元
就
の
長
男
）
の
娘
を
妻

と
し
ま
し
た
。
彼
女
は
、
萩
城
を
築
い
た
毛
利
輝
元
の
姉
に
あ
た
り
ま

す
。
広
頼
の
長
男
元
頼
は
、
吉
川
元
春
（
毛
利
元
就
の
二
男
）
の
娘
を

妻
と
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
吉
見
氏
は
毛
利
氏
と
姻
戚
関
係
を

継
が
せ
る
に
あ
た
り
、
広
家
は
大
切
に
し
て
い
た
短
刀
（
銘
正
宗
、

鎌
倉
時
代
作
）
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
短
刀
は
明
治
に
な
っ

て
大
野
毛
利
家
か
ら
吉
川
家
に
返
却
さ
れ
、
現
在
、
吉
川
史
料
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
広
頼
は
吉
見
家
再
興
の
半
年
余

り
の
ち
の
翌
慶
長
18
年
６
月
20
日
、
隠
棲
の
地
大
井
で
没
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
寛
永
14
年
（
１
６
３
７
）
３
月
20
日
、
政
春
は
初
代

萩
藩
主
毛
利
秀
就
か
ら
２
０
０
０
石
を
加
増
さ
れ
、
秀
就
か
ら
毛

利
の
名
字
と
偏へ
ん
き諱

を
賜
い
（
自
分
の
名
の
一
字
を
与
え
る
こ
と
）、

毛
利
就な
り
よ
り頼
と
称
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
大
野
毛
利
家
は
、
藩
主
毛
利

家
の
一
門
に
列
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
熊
毛
郡
大
野

村
（
現
在
、
熊
毛
郡
平
生
町
）
を
中
心
に
領
地
を
も
っ
て
い
ま
し

た
の
で
、
大
野
毛
利
家
と
呼
び
ま
し
た
。
大
野
毛
利
家
の
石
高
は
、

幕
末
期
に
は
８
６
１
８
石
余
で
し
た
。

　
な
お
、
慶
長
９
年
に
出
奔
し
た
吉
見
広
行
は
、
仕
官
を
求
め
て

諸
国
を
流
浪
し
た
の
ち
、
元げ
ん
な和

３
年
（
１
６
１
７
）
萩
に
帰
り
ま

し
た
が
、
翌
元
和
４
年
８
月
25
日
、
叔
父
に
あ
た
る
毛
利
輝
元
に

よ
っ
て
誅
伐
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
野
毛
利
家
は
吉
見
氏
の
系
譜
を
引
く
家
系
で

あ
る
と
と
も
に
、
吉
川
家
と
も
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

大
野
毛
利
家
の
２
代
当
主
就な
り
あ
き詮
は
、「
岩
国
の
吉
川
家
を
本
家
と
思

い
、疎
略
に
す
る
な
」と
遺
言
し
て
い
ま
す
。ま
た
、大
野
毛
利
家
は
、

吉
見
家
の
家
紋
「
丸ま
る
の
内う
ち
に
二ふ
た
つ
引び

き
」
を
用
い
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
萩
博
物
館
建
設
地
の
南
東
隅
に
復
元
さ
れ
た
す
み
隅
や

ぐ
ら
矢
倉
の
鬼
瓦
に
は
、「
丸
の
内
に
二
つ
引
き
」
の
家
紋
が
入
っ

て
い
ま
す
。

萩
市
郷
土
博
物
館　

樋
口
尚
樹

結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。豊
臣
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
侵
略
戦
争
、文
禄・

慶
長
の
役
が
勃
発
し
ま
す
と
、
広
頼
は
病
弱
で
し
た
の
で
、
長
男

元
頼
が
父
に
代
わ
っ
て
輝
元
に
従
い
出
征
し
ま
し
た
が
、
文
禄
３

年
（
１
５
９
４
）
６
月
４
日
、弱
冠
20
才
で
戦
死
し
ま
し
た
。
同
年
、

元
頼
に
随
従
し
て
朝
鮮
に
渡
っ
た
家
臣
下
瀬
頼
直
が
記
し
た
従
軍

日
記
（「
朝
鮮
陣
留
書
」）
に
よ
り
ま
す
と
、
元
頼
は
吉
見
氏
の
本

拠
津
和
野
を
た
っ
て
、
途
中
、
萩
の
指
月
に
立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
。

正
頼
が
没
し
た
あ
と
も
、
指
月
の
地
に
は
吉
見
氏
の
居
館
が
存
続

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
慶
長
２
年
（
１
５
９
７
）
吉
見
広
頼
は
隠
居
し
、
二
男
の
広
行

（
の
ち
、
広
長
）
に
家
督
を
相
続
し
ま
し
た
。
つ
い
で
慶
長
５
年
、

関
ヶ
原
の
戦
い
に
西
軍
が
敗
れ
ま
す
と
、
こ
れ
に
属
し
た
毛
利
輝

元
は
中
国
地
方
８
か
国
１
１
２
万
石
か
ら
周
防
・
長
門
２
か
国

36
万
９
０
０
０
石
に
領
地
を
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
広

行
は
阿
武
（
現
在
の
萩
市
・
阿
武
郡
辺
り
）・
厚
東
（
現
在
の
宇
部

市
・
小
野
田
市
・
楠
町
辺
り
）
両
郡
に
１
万
１
３
９
０
石
余
の
地

を
与
え
ら
れ
、
津
和
野
三
本
松
城
を
引
き
払
っ
て
萩
へ
移
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
毛
利
氏
が
防
長
両
国
の
居
城
を
萩
に
選
定
し
、
吉

見
氏
の
居
館
が
あ
っ
た
指
月
に
築
城
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、広
頼
は
隠
居
領
１
１
３
９
石
余
を
も
ら
っ
て
、大
井
の
串
山（
現

在
、
萩
市
大
井
）
に
隠
棲
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
毛
利
氏
は
城
と

城
下
町
の
建
設
に
あ
た
り
、
吉
見
氏
を
萩
か
ら
追
い
出
す
形
に
な

っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
毛
利
氏
の
吉
見
氏
に
対
す
る
処
遇
に
不
満
を
抱
い

た
、
吉
見
広
行
は
慶
長
９
年
12
月
15
日
、
萩
を
出
奔
し
ま
し
た
。

毛
利
輝
元
が
萩
城
に
入
城
し
た
、
１
か
月
余
り
の
ち
の
こ
と
で
し

た
。
広
行
の
出
奔
に
よ
っ
て
吉
見
家
は
断
絶
し
ま
し
た
が
、
輝
元

の
意
向
に
よ
っ
て
慶
長
17
年
12
月
13
日
、
吉
見
家
は
再
興
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
周
防
国
岩
国
に
領
地
を
も
っ

て
い
た
、
吉
川
広
家
（
吉
川
元
春
の
三
男
）
の
二
男
彦
次
郎
（
実

は
４
男
）
に
吉
見
広
頼
の
娘
を
娶
ら
せ
吉
見
政
春
と
称
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
政
春
は
義
父
広
頼
の
隠
居
領
を
相
続
す
る
と
と

も
に
、実
父
広
家
の
隠
居
領
で
あ
っ
た
通つ
づ津

（
現
在
、岩
国
市
通
津
）

４
５
０
０
石
の
ほ
か
５
０
０
石
を
加
え
て
５
０
０
０
石
の
地
を
吉

川
家
か
ら
譲
与
さ
れ
ま
し
た
。
彦
次
郎
を
養
子
と
し
て
吉
見
氏
を

大野毛利家家系図

—
大
野
毛
利
家
の
成
立—

新
博
物
館
建
設
地
、

大
野
毛
利
家
と
屋
敷
地
の
変
遷（
２
）

【家紋】

■有限責任中間法人「萩ものがた
り」の設立に対し、萩ネットワー
ク協会から50万円を出資金（基
金）として拠出します。（平成15
年８月28日萩ネットワーク協会
理事会において承諾されました。）
■平成16年度（５月発行分）か
ら、会費の銀行口座からの自動
引き落としを始めます。【取扱金
融機関】山口銀行・萩信用金庫
　現在の１年ごとの郵便振込に
よる会費納入に比べ便利になり
ます。

Ｔｏｐｉｃｓ
萩ネットワーク
会員の皆さまへ
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